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㸯 幼稚部におけるᩍ育ࡢᇶᮏ                                 

    ※ᘬ用㸸特別支援学校幼稚㒊教育要領 ➨１❶ ⥲๎ ➨１ 幼稚㒊に࠾ける教育の基本 

 օ  生ᾭにわたる人᱁形成の基礎をᇵう重要な᫬期であり、学校教育法➨㸵㸰᮲に規定する┠ 

      標の達成のため、幼児期の特性を㋃まえ、環境を㏻して行う教育を基本とする。 

 ֆ  教ᖌは、幼児期の教育に࠾けるぢ方・考え方を生かし、よりよい教育環境を๰㐀するよう 

   にດめるものとする。 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 և 教ᖌは、幼児の୺体的な活動が確保さࢀるよう幼児一人一人の行動の理ゎとண᝿に基づき、計画 

  的に環境をᵓ成しなけࡤࢀならない。 

 

 

 

     

 

 

     

 

                  

㸰 幼稚部におけるᩍ育ࡢ┠ᶆ                                 

  ※ᘬ用㸸特別支援学校幼稚㒊教育要領 ➨１❶ ⥲๎ ➨㸰 幼稚㒊に࠾ける教育の┠標 

 幼稚㒊では、ᐙᗞとの連ᦠを図りながら、幼児の障害の状態や特性及び発達の⛬度等などを考慮

し、幼稚㒊に࠾ける教育の基本に基づいて展開さࢀる学校生活を㏻して、生きる力の基礎を育成す

るよう次の┠標の達成にດめなけࡤࢀならない。 

    １ 学校教育法➨㸰㸱᮲に規定する幼稚園教育の┠標 

    㸰 障害による学習ୖཪは生活ୖの困難をᨵၿ・ඞ᭹し、自立を図るために必要な態度や  

      習慣などを育て、心身のㄪ࿴的発達の基┙をᇵうようにすること。 

第㸯節 幼稚部ᩍ育せ㡿ᨵゞࡢᴫせ 

よりよい教育環境のために 
ձ幼児の୺体的な活動をಁし、幼児期にࡩさわしい生活が展開さࢀるようにすること。 
 ※考慮Ⅼ㸸幼児は安定した情⥴のୗで自己を十分に発揮することにより、発達に必 
      要な体㦂を得ていくものであること。 
ղ㐟びを㏻しての指導の୰心として、ࠕ健康、人間関係、環境、言葉及び表現  自立ࠕࠖ
 活動ࠖに♧すࡡらいが⥲合的に達成さࢀるようにすること。 
 ※考慮Ⅼ㸸幼児の自発的な活動としての㐟びは、心身のㄪ࿴のとࢀた発達の基┙を 
      ᇵう重要な学習であること。幼児期にはㅖ能力が個別に発達していくの 
      ではなく、相஫に関連し合い、⥲合的に発達していくものである。具体 
      的な指導のሙ㠃では、㐟びの୰で幼児が発達していく姿をᵝ々なഃ㠃か 
      ら⥲合的にᤊえ、発達にとって必要な⤒㦂が得らࢀるような状況をつく 
      ることを大切にすること。 
ճ幼児一人一人の特性に応じ、発達のㄢ㢟に༶した指導を行うようにすること。 
 ※考慮Ⅼ㸸幼児の発達は、心身のㅖഃ㠃が相஫に関連し合い、ከᵝな⤒㐣をたどっ 
      て成し㐙げらࢀていくものであること、また、幼児の生活⤒㦂がࡒࢀࡑ 
 。なること␗ࢀ      

幼児期の教育に࠾けるぢ方・考え方とは 
幼児が身㏆な環境に୺体的に関わり、心動かさࢀる体㦂を重ࡡ、㐟びが発展し生活が

広がる୰で、環境との関わり方や意࿡にẼ付き、こࢀらをྲྀり㎸もうとして、ㅖ感覚

をാかࡏながら、ヨ行㘒ㄗをしたり、思いをᕠらしたりすることである。 

計画的な環境ᵓ成の㝿の留意Ⅼ 
ձ教ᖌは、幼児と人や物との関わりが重要であることを㋃まえ、教ᮦを工夫し、物的・空 

 間的環境をᵓ成しなけࡤࢀならない。 

ղ幼児一人一人の活動のሙ㠃に応じて、ᵝ々なᙺ๭をᯝたし、ࡑの活動を豊かにしなけࢀ 

 。ならないࡤ 

※教ᖌ自身も環境の一㒊である。教ᖌの動きや態度は幼児の安心感の※であり、幼児の 

 視⥺は常に教ᖌにὀがࢀていることがᑡなくない。教ᖌがࣔデࣝとして、物への関わり 

 方を♧すことで幼児の⯆࿡や関心が生みฟさࢀる。 
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・基本的な生活習慣の⋓得 
・規๎性、法๎性、関連性等の発ぢ 
・ᵝ々なẼ付き、発ぢの႐び  
・身体感覚の育成 
・日常生活に必要な言葉の理ゎ 
・身体的技能やⱁ⾡表現のための 
 基礎的な技能の⋓得 等 

 
  ・ヨ行㘒ㄗ、工夫 
  ・ண᝿、ண 、ẚ㍑、分㢮、確認 
  ・௚の幼児の考えなどに触ࢀ、᪂しい  

   考えを生みฟす႐びやᴦしさ 
  ・言葉による表現、伝え合い 
    ・᣺り㏉り、次へのぢ㏻し 等 

・思いやり ・安定した表情  ・自ಙ 
・相手のẼ持ࡕのཷ容 ・ዲወ心、᥈✲心 
・ⴱ⸨、自分への向き合い、ᢡり合い 
・話し合い、┠的の共有、協力  
・表現する႐び  
・Ⰽ・形・㡢などの⨾しさや㠃ⓑさに対する 
 感覚  
・自然現象や社会現象への関心 等 

㸱 幼稚部におけるᩍ育におい࡚育みたい㈨㉁࣭⬟力                       

ཧ考㸸ᖹ成㸰㸷ᖺ㸵᭶幼保連ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育ᡤ保育指㔪 ୰ኸㄝ᫂会資ᩱ幼稚園関係資ᩱ  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 幼ඣᮇࡲࡾࢃ⤊ࡢでに育ࡋ࡯࡚ࡗいጼ                      

ཧ考㸸ᖹ成㸰㸷ᖺ㸵᭶幼保連ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育ᡤ保育指㔪 ୰ኸㄝ᫂会資ᩱ幼稚園関係資ᩱ 
 

 

 
 

 

 
 

 

知識及び技能 
（ఱを知っているか、ఱができ 
 るか） 

思考力、判断力、表現力 
（知っていること・できること 
 をどう౑うか） 

学びに向かう力、人間性等 
（どのように社会と関わり 
 よりよい人生を㏦るか） 

思考力・判断力・表現力等の基礎 
 

気付いたことや、できるようになったことなどを使

い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したり

すること。 

学びに向かう力・人間性等 
 

心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を

営もうとすること。 

知識・技能の基礎 
 

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かった

り、できるようになったりすること。 

幼稚部教育要領の５領域（健康、人間関係、環境、言葉及び表現）及び、自立活動の６区分（健康の

保持、心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーション）に示す「ね

らい、内容」に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚部修了時の具体的な姿

であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達すべき目標ではないことや個別に取り出されて指導する

ものではないことに留意が必要。 
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ྜ
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Ꮫ
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⎔
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⾜
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周囲の環境に⯆࿡や関心を持って✚ᴟ的にാき᥃け、ぢ㏻しをもって⢓りᙉくྲྀり組み、

自らの㐟びを᣺り㏉って、期ᚅを持ࡕながら、次につなげる学び。 

௚者との関わりを深める୰で、自分の思いや考えを表現し、伝え合ったり、考えをฟし合っ

たり、協力したりして自らの考えを広げ深める学び。 

౫Ꮡと自立 
ಙ㢗関係 

自己表現 
相手への 
感情・意識 

思いの伝え合い 
イメージの共有 
共感 ่⃭のし合い

ⴱ⸨ 
内┬ 

ᢡり合い 

対話や話し合い 
┠的の共有 

協力 

┤᥋的・具体的な体㦂の୰で、ࠕぢ方・考え方ࠖをാかࡏて対象と関わって心を動かし、幼児

なりのやり方や࣌ーࢫでヨ行㘒ㄗを⧞り㏉し、生活を意࿡あるものとしてᤊえる学び。 
 

 

 

 

ཧ考㸸ᖹ成㸰㸷ᖺ㸵᭶幼保連ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育ᡤ保育指㔪 ୰ኸㄝ᫂会資ᩱ幼稚園関係資ᩱ 
   

 

 

 

 

 

 
※幼児教育に࠾ける重要な学びとしての㐟びは、ᵝ々な形態でᵓ成さࢀて࠾り、ୗに♧す㸱つの学びの㐣⛬と関連さࡏながら学びの 

 広がりを意識した指導計画がᮃまࢀる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        安定感・安心感   ⯆࿡や関心    自発性   自己⫯定感 
 

ዲወ心・᥈✲心  持⥆性・⢓りᙉさ  必要感  ᣺り㏉り・ぢ㏻し 
 

 
 

 

 

 

୺体的な学び 

対話的な学び 

感触・感覚・感動 
 ࡡࡔみたいۑۑ
すࡈいなあ 
 ࡡࡔな感じۑۑ

深い学び 

ヨ行㘒ㄗ 
・Ẽ付き・発ぢの႐び 
なࡐ・どうして 
どうなるのかな 
ぢつけた 

ண᝿・ண ・ẚ㍑ 
・分㢮・確認 

 ないࢀかもしۑۑ
 うࡑになりۑۑ
 は㐪うڹڹどࢀけࡔۑۑ

規๎性・法๎性・関連性等

の発ぢと活用 
 になったڹڹからࡔۑۑ
 からࡔڹڹなのはۑۑ
 うࡑになりۑۑするとڹڹ

  㐟びの๰ฟ 
㐟具・⣲ᮦ・用具やሙの㑅ᢥ 
・‽ഛ・友達とのㄏい合い 

㐟びへのἐ㢌 
ᴦしさや㠃ⓑさの㏣ồ・ヨ行㘒ㄗ  

・工夫・協力・ኻᩋやⴱ⸨  

・ၥ㢟のゎỴ・ᢡり合い・ᣮᡓ 

㐟びの᣺り㏉り 
᣺り㏉り 

᫂日へのぢ㏻し 

 

次の㐟びの๰ฟへ 

㐟
ࡧ
の 

ࣉ
ࣟ
ࢭ
ࢫ
౛ 

㸳 ୺యⓗ࣭ᑐヰⓗで῝い学ࡢࡧどⅬࢆ㋃࠼ࡲた幼ඣᩍ育における学ࡢࡧ㐣⛬㸦㸳ṓඣᚋ༙ࡢ 

 ᫬ᮇ㸧ࢪ࣮࣓࢖ࡢ 

環境を㏻して行う教育 

幼児一人一人の行動の理ゎとண᝿に基 
づいた意図的・計画的な環境のᵓ成 

幼児期にࡩさわしい生活の展開 
㐟びを㏻した⥲合的な指導 
一人一人の特性に応じた指導 
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教育基本法、学校教育法、特別支援学校幼稚㒊教育要領 

㸴 ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝                                
 とは、教育内容の質の向ୖに向けて教育ㄢ⛬を㍈とした学校教育ࢺジメンࢿ࣐・࣒ュࣛ࢟ࣜ࢝  
 のᨵၿ・඘実を図るものである。 
 

  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 ※教育支援ࣛࣉン A（個別の教育支援計画）とは、特別な教育的支援を必要とする幼児児❺生ᚐ一人 
  一人のニーࢬに応じた適切な支援を行うために、㛗期的な視Ⅼでங幼児期から学校༞ᴗᚋまでを 
  ㏻じて一㈏し、教育・⚟♴・་⒪・ປാ等の関係ᶵ関が連ᦠして支援するための計画である。 
 ※教育支援ࣛࣉン B（個別の指導計画）とは、特別な教育的支援を必要とする幼児児❺生ᚐ一人 
  一人のニーࢬを具体的な指導・支援に཯ᫎさࡏるための計画である。この教育的ニーࢬには、本人 
  や保ㆤ者の㢪い、Ꮚ౪の障害の状態、ࡡらいなどがྵまࢀる。こࢀらに応じたきめ⣽やかな指導・ 
  支援を行うために、指導┠標・内容・支援の方法などを┒り㎸み、学校などで作成する。 
 
 

 
 

学校教育┠標 

幼稚㒊教育┠標 

๓ᖺ度のホ౯を㋃まえたᨵၿ事項やᖺ度内にᅾ⡠する幼児の状況等の共㏻理ゎ 

教育ㄢ⛬の⦅成 ۑ日ㄢ表 ۑᖺ間教育計画⟇定 ۑ᭶計画・㐌᱌・日᱌・指導᱌作成 

 
 
             

                       

 
保
護
者
の
願
い
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動 

       

保
護
者
の
願
い
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動 

個別㠃談（合意形成のሙとして、共㏻理ゎ・教育計画のಟṇ確認 

教育計画（教ᖌ作成） 
 ン㸿（㸱かᖺ計画）ࣛࣉ教育支援ۑ
 ン㹀（ᖺ次計画）ࣛࣉ教育支援ۑ
 らい・方⟇（ᖺ次）ࡡ具体的なۑ

保ㆤ者の㢪いの聴きྲྀりや合理的配慮のᥦ౪の᳨ウ 

指導要㘓の作成による幼児の指導

に࠾ける⥲ᣓ 
校内の඲体会㆟での報࿌・ᑂ㆟により、ᖺ間

のྲྀ組の⥲ᣓ及びᨵၿ事項の᫂確໬ 

学校教育のホ౯ 
日 ᮅ会 日᱌確認 

ᨺㄢᚋ 指導の情報・意ぢ஺᥮（ከ㠃的ホ౯） 
指導のグ㘓作成・指導内容のಟṇ 
⩣日の環境タ定 

㐌 ᢸ௵会 
 

指導の情報・意ぢ஺᥮（ከ㠃的ホ౯） 
᭶᱌・㐌᱌・日᱌・指導᱌の᳨ウやಟṇ 

᭶ 
 

学㒊会 
（᭶㸱回） 

行事等の᳨ウ・཯┬等 
学校඲体に係るྲྀ組の協㆟ 

学

期 
学㒊会 幼児ホ౯作成、意ぢ஺᥮（ከ㠃的ホ౯） 

指導の཯┬、ㄢ㢟の対応⟇の᳨ウ 
 

保ㆤ者との連ᦠ 
日 連⤡ᖒ 

Ⓩୗ校᫬ 
・連⤡確認 
・指導の 
 情報共有 

㐌 個別相談 ・育児相談 
・具体的な 
 支援 

学

期 
個別㠃談 ・幼児の 

 状況報࿌ 
・保ㆤ者の 
 要ᮃ確認 

 

ᖺ

度

ᙜ

ึ 

ᖺ

度

ᮎ 
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      ※ᘬ用㸸特別支援学校幼稚㒊教育要領➨１❶ ⥲๎ ➨㸲 教育ㄢ⛬のᙺ๭と⦅成等 

㸯 ᩍ育ㄢ⛬ࡢᙺ๭                                      

 ྛ学校に࠾いては、教育基本法及び学校教育法ࡑの௚の法௧୪びにこの特別支援学校幼稚㒊教育 

要領の♧すところにᚑい、๰意工夫を生かし、幼児の障害の状態や特性及び発達の⛬度୪びに学校

やᆅ域の実態に༶応した適切な教育ㄢ⛬を⦅成するものとする。 

 

㸰 ྛ学校におけるᩍ育ࡢ┠ᶆ࡜ᩍ育ㄢ⛬ࡢ⦅ᡂ                           

 教育ㄢ⛬の⦅成にᙜたっては、幼稚㒊に࠾ける教育に࠾いて育みたい資質・能力を㋃まえつつ、

ྛ学校の教育┠標を᫂確にするとともに、教育ㄢ⛬の⦅成についての基本的な方㔪がᐙᗞやᆅ域と

も共有さࢀるようດめるものとする。 

 

㸱 ᩍ育ㄢ⛬ࡢ⦅ᡂୖࡢᇶᮏ஦㡯                               

 օ 具体的なࡡらいと内容の組織 

    幼稚㒊に࠾ける生活の඲体を㏻して５領域及び自立活動に♧すࡡらいが⥲合的に達成さ 

 らいと内容をࡡるよう教育期間や幼児の生活⤒㦂、発達の㐣⛬などを考慮して、具体的なࢀ   

   組織するものとする。 

 ֆ 㛗期的な視㔝 

    幼児期の発達の特性を㋃まえ、ධ学からಟ஢に⮳るまでの㛗期的な視㔝をもって඘実した 

   生活が展開できるように配慮するものとする。 

 և 教育㐌数 

    幼稚㒊のẖ学ᖺの教育ㄢ⛬に係る教育㐌数は、㸱㸷㐌を標‽とし、幼児の障害の状態や特 

   性及び発達の⛬度等を考慮して適切に定めるものとする。 

 ⑷ 教育᫬間 

    幼稚㒊の１日の教育ㄢ⛬に係る教育᫬間は、㸲᫬間を標‽とする。たࡔし、幼児の障害の 

   状態や特性及び発達の⛬度等を考慮して適切に定めるものとする。 

 

４ ᩍ育ㄢ⛬⦅ᡂୖࡢ␃ព஦㡯                                   

 օ ධ学ᙜึの配慮 

    ධ学ᙜึ、特に㸱ṓ児のධ学については、ᐙᗞとの連ᦠを⥭ᐦにし、生活の࣒ࣜࢬや安඲ 

   㠃に十分配慮する。‶㸱ṓ児の学ᖺの㏵୰からのධ学に㝿しては、安心して生活を㐣ࡈすこ 

   とができるよう配慮する。 

 ֆ 安඲ୖの配慮 

    教⫋ဨによる協力体ไのୗ、幼児の୺体的な活動を大切にしつつ、校ᗞや校⯋などの環境 

   の配慮や指導の工夫を行う。 

 

㸳 ᑠ学部ࡲたࡣᑠ学校でࡢᩍ育ࡢ࡜᥋⥆にᙜたࡢ࡚ࡗ␃ព஦㡯                   

 օ ᑠ学校௨㝆の生活や学習の基礎の育成 

    ᑠ学㒊ཪはᑠ学校௨㝆の生活や学習の基┙の育成につながることに配慮する。 

 ֆ ᑠ学㒊ཪはᑠ学校に࠾ける教育との෇⁥な᥋⥆ 

    ᑠ学㒊ཪはᑠ学校との意ぢ஺᥮や合同の◊✲のᶵ会などをタけ、ࠕ幼児期の終わりまでに 

   育ってほしい姿ࠖを共有するなど連ᦠを図る。 

 

㸴 ඲యⓗ࡞ィ⏬ࡢసᡂ                               

  教育ㄢ⛬と学校保健計画、学校安඲計画などを関連さࡏ、一体的な教育活動が展開さࢀるよ 
 う඲体的な計画を作成する。 
 

 

 

 

第㸰節 ᩍ育ㄢ⛬ࡢᙺ๭࡜⦅ᡂ➼ 
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※ཧ考㸸特別支援学校幼稚㒊教育要領➨１❶ ⥲๎ ➨５ 指導計画の作成と幼児理ゎに基づいたホ౯ 

࠙指導計画作成からホ౯、ᨵၿまでのὶࢀのイメージࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯 ᣦᑟィ⏬࠼⪄ࡢ᪉                                       

 օ 幼児が自ら意欲をもって環境と関わることにより作りฟさࢀる具体的な活動を㏻して、ࡑ 

  の┠標の達成を図るものとする。 

 ֆ 適切な指導が行わࢀるよう、組織的・発展的な指導計画を作成し、幼児の活動にἢったᰂ㌾ 

  な指導を行わなけࡤࢀならない。 

 և 個別の指導計画に基づいて行わࢀた活動の状況や結ᯝを適切にホ౯し、指導のᨵၿにດめる。 

 

第㸱節 ᣦᑟィ⏬ࡢసᡂཬࡧ幼ඣ⌮ゎにᇶ࡙いたホ౯ 

発達の理ゎ 
 
 
 

障害の状態 
や特性 

性᱁や発達

の⛬度等 

指導計画の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具体的なࡡらいと内容の

タ定 

環境のᵓ成 

自ら環境に関わって 
活動する幼児の姿と 

教ᖌの支援 

実㊶とホ౯ 
 
 
 
 
 

指導の展開 

཯┬やホ౯ 

⣼✚さࢀたグ㘓、資ᩱを

基に発達の㐣⛬をண 

する。 

幼児の実態を把握する。 
・障害に係る状況等 
・⯆࿡や関心  
・⤒㦂の⛬度・つまࡎき 
・生活の特ᚩ 

๓㐌や๓日のᵝᏊから⤒㦂し

てほしいことや身につける必

要があることなどを┒り㎸

 。ࡴ

教育ㄢ⛬によって、教育の

道すじをぢ㏻しながら、幼

児の生活を大➽でண し、

の᫬期に育てたい方向をࡑ

᫂確にする。 

らい、内容と幼児の生活ࡡ

から環境をᵓ成する視Ⅼを

᫂確にする。 

Ꮨ⠇など周囲の環境のኚ໬

を考慮にධࢀ、生活のὶࢀ

を大➽でண する。 

具体的なࡡらい、内容と幼児

の生活のὶࢀの୧㠃から、環

境のᵓ成を考える。 

環境に関わって展開する幼児

の生活をあらかじめண す

る。 

幼児と生活を共にしながら、

生活のὶࢀや幼児の姿に応じ

て、環境の෌ᵓ成などの適切

な支援を行う。 

▷期の指導計画の཯┬、

ホ౯などを✚み重ࡡ、発

達のぢ㏻し、ࡡらい、内

容、環境のᵓ成などにつ

いて᳨ウし、計画の作成

にᙺ立てる。 

幼児の姿をᤊえ┤すと共

に、指導のホ౯を行い、

次の計画作成につなげ

る。 

㛗期の指導計画 ▷期の指導計画 



－ 7 －  

㸰 ᣦᑟィ⏬సᡂୖࡢᇶᮏⓗ஦㡯                                

 օ 具体的な指導計画の作成 

    指導計画は、幼児一人一人の発達に༶して一人一人の幼児が幼児期にࡩさわしい生活を展 

   開し、必要な体㦂を得らࢀるようにするために、具体的に作成するものとする。 

 ֆ 具体的なࡡらい及び内容 

    具体的なࡡらい及び内容は、幼児の発達の㐣⛬をぢ㏻し、幼児の生活の連⥆性、Ꮨ⠇のኚ 

   ໬などを考慮して幼児の障害の状態や特性及び発達の⛬度や⤒㦂の⛬度、⯆࿡や関心など 

   に応じてタ定する。 

 և 環境のᵓ成 

    環境は、具体的なࡡらいを達成するために適切なものとなるようᵓ成する。幼児が生活す 

   る姿や発᝿を大切にし、常にࡑの環境が適切なものとなるようにする。 

 ⑷ ホ౯と指導計画のᨵၿ 

    幼児の行う具体的な活動については、幼児の実態及び幼児をྲྀりᕳく状況のኚ໬等に༶し 

   て指導の㐣⛬についてのホ౯を適切に行い、常に指導計画のᨵၿを図るものとする。 

 

㸱 ᣦᑟィ⏬సᡂୖࡢ␃ព஦㡯                                  

 օ 㛗期の指導計画と▷期の指導計画 

    㛗期的に発達をぢ㏻したᖺ、学期、᭶など㛗期の指導計画との関連を保ࡕながらより具体 

   的な幼児の生活に༶した㐌や日などの▷期の指導計画を作成する。 

 ֆ 体㦂のከᵝ性と関連性 

    幼児の発達に༶して୺体的・対話的で深い学びの実現ができるようにすると共に、心動か 

   さࢀる体㦂が次の活動を生みฟすことを考慮し、一つ一つの体㦂が相஫に結び付き、幼稚㒊 

   に࠾ける生活が඘実するようにする。 

 և 言語活動の඘実 

    幼児の実態を㋃まえた言語環境をᩚえ、言語活動の඘実を図る。 

 ⑷ ぢ㏻しや᣺り㏉りの工夫 

    幼児が次の活動への期ᚅや意欲をもつことができるよう、幼児の実態などを㋃まえながら、 

   教ᖌや௚の幼児と共に㐟びや生活の୰でぢ㏻しをもったり、᣺り㏉ったりするよう工夫する。 

 ։ 行事の指導 

    行事の指導にᙜたっては、幼稚㒊に࠾ける生活のὶࢀの୰で生活にኚ໬や₶いを୚え、幼 

   児が୺体的にᴦしく活動できるようにする。なࢀࡒࢀࡑ、࠾の行事についてはࡑの教育的౯ 

   ್を十分᳨ウし、適切なものを⢭㑅し、幼児の㈇ᢸにならないようにする。 

 ֊ 情報ᶵჾの活用 

    幼児期は┤᥋的な体㦂が重要であることを㋃まえ、視聴覚教ᮦやコンࣆューࢱなど、情報 

   ᶵჾを活用する㝿には、幼稚㒊生活では得難い体㦂を補᏶する等、幼児の体㦂との関連を考 

   慮する。 

 ֋ 教ᖌのᙺ๭と活動ሙ㠃に応じた適切な指導 

    教ᖌが理ゎ者、共同作ᴗ者など、ᵝ々なᙺ๭をᯝたし、教ᖌがከᵝな関わりをもつことが 

   重要であることを㋃まえ、幼児の発達に必要な豊かな体㦂が得らࢀるよう、活動のሙ㠃に応 

   じて、適切な指導を行うようにする。 

 ֌ 幼稚㒊඲体の教ᖌによる協力体ไ 

    学校඲体の教ᖌによる協力体ไを作りながら、一人一人の幼児が⯆࿡や欲ồを十分に‶ 

   ㊊さࡏるよう適切な援助を行うようにする。 

 

４ 幼ඣ⌮ゎにᇶ࡙いたホ౯ࡢᐇ᪋                               

 օ ホ౯の実᪋ 

    幼児一人一人のよさやྍ能性などを把握し、指導のᨵၿに生かすようにする。ࡑの㝿、௚ 
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   の幼児とのẚ㍑や一定の基‽に対する達成度についてのホ定によってᤊえらࢀるものでは 

   ないことに留意する。 

 ֆ ᑠ学㒊やᑠ学校へのᘬき⥅ࡂ 

        ホ౯のጇᙜ性やಙ㢗性、次ᖺ度ཪはᑠ学㒊やᑠ学校などにࡑの内容が適切にᘬき⥅がࢀる 

   ようにする。 

 

࠙幼児理ゎに基づいたホ౯のὶࠚࢀ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           

 

 

 

㸳 特に␃ពࡍる஦㡯                                       

※ᘬ用㸸特別支援学校幼稚㒊教育要領➨１❶ ⥲๎ ➨６ 特に留意する事項 

 օ 幼児の指導にᙜたって 

    障害の状態や特性及び発達の⛬度等に応じて具体的な指導内容のタ定を工夫する。 

 ֆ 重」障害を有する幼児の指導にᙜたって 

    ᑓ㛛的な知識や技能を有する教ᖌ間の協力のୗでの指導やᑓ㛛の་ᖌ及びࡑの௚のᑓ㛛 

   ᐙの指導・助言をồめるなど、඲人的な発達をಁすようにする。 

 և 個別の教育支援計画の作成・活用 

    ᐙᗞ及びᆅ域୪びに་⒪などのᴗົを行う関係ᶵ関との連ᦠを図り、㛗期的な視Ⅼで幼児 

   への教育的支援を行うために個別の教育支援計画（教育支援ࣛࣉン㸿）を作成し、活用する。 

指導のࡡらい及び内容（幼稚園５領域・自立活動６区分）を㋃まえ、┠標達成に向けた環境のᵓ成・教ᮦの工夫 

幼児一人一人のよさやྍ能性などを把握 
※幼児の実態（障害の状況や特性・発達の⛬度等、生活のᵝᏊ・行動・表情等）を把握する。ࡑの㝿、௚の幼児とのẚ㍑ 
 や一定の基‽に対する達成度についてのホ定によってᤊえらࢀるものではないことに留意する。 

実㝿の活動や教ᖌの指導・支援 

ẖ日のホ౯ 
 グ㘓のグධ（ホ౯）ࢻーࢯࣆ࢚幼児一人一人の۔
 ձ幼児の行動とᵝᏊ（心の動き） 
 ղ幼児の発達の姿 
 教ᖌの指導の᣺り㏉り（ホ౯）۔
 ձ指導の方向性と内容の཯┬  
 ղ環境のᵓ成の᳨ウ 
 ճ関わり方の᫝㠀 
 情報஺᥮（ከ㠃的ホ౯）۔

※幼児のよさ・持ࡕ࿡に視Ⅼをᙜてて 
ձࠕఱをᴦしࢇでいたかな㸽表情はどうࡔったかな㸽  ࠖ
ղࠕ成㛗したと感じたこと。ኚ容のዎᶵとなったこと  ࠖ
 
ձࠕ幼児の実態とࡡらいと指導内容はጇᙜࡔったかな㸽  ࠖ
ղࠕ⯆࿡がもてる環境のᵓ成になっていたかな㸽ࠖ 
ճࠕ幼児のẼ持ࡕに応えらࢀていたかな㸽ࠖ 

ձẖ日のグ㘓から幼児のẼ持ࡕの理ゎや、発達している姿、成㛗の期ᚅ、ኚ容等を㋃まえ、幼児の 
 一人一人の特ᚩをᤊえ┤す。 
ղ指導内容のぢ┤しを行い、ᨵၿⅬ・ㄢ㢟を᫂確にする。 
ճ具体的な指導の手立てを᳨ウする。    մ環境の෌ᵓ成を行い、指導内容をಟṇする。 

学期ᮎのホ౯   
 ㏻知⚊の作成や、ᢸ௵会での᳨ウۑ
 ձࡡらいと方⟇から幼児の成㛗した姿をぢྲྀり、⥅⥆ㄢ㢟を᫂確にする。 
 ղ個別㠃談で保ㆤ者とㄢ㢟等の共有や支援等の要ᮃを確認する。  
 ճ次学期への指導に཯ᫎする。 

ᖺ度ᮎのホ౯   
※ホ౯のጇᙜ性やಙ㢗性、次ᖺ度ཪはᑠ学㒊やᑠ学校などにࡑの内容が適切にᘬき⥅がࢀるようにする。 
 連ᦠ・ࡂ⥅幼児の成㛗した姿、ㄢ㢟等のᩚ理 （ᢸ௵会で᳨ウ） 次ᖺ度へのᘬきۑ
  指導要㘓の作成ۑ
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健康な心と体     自立心    協同性      道徳性・規範意識の芽生え 

社会生活とのつながり      思考力の芽生え    自然との関わり・生命尊重 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 言葉による伝え合い 豊かな感性と表現 

 ⑷ 幼児に適切な指導を行うため留意事項 

    早期からの教育相談との関連を図るなど、次の事項に留意する。 

   ア 視覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校 
      幼児が聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分に活用して周囲の状況を把握できるよ 
     うに配慮することで、安心して活発な活動が展開できるようにする。また、身の回りの 
     具体的な事物・事象及び動作と言葉を結び付けて基礎的な概念の形成を図るようにする。 
   イ 聴覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校 
      幼児が保有する聴覚や視覚的な情報などを十分に活用して言葉の習得と概念の形成 
     を図る指導を進める。また、言葉を用いて人と関わりを深めたり、日常生活に必要な知 
     識を広げたりする態度や習慣を育てる。 
   ウ 日本語の習得に困難のある幼児への配慮 
      海外から帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困難のある幼児については、 
     安心して自己を発揮できるよう配慮するなど個々の幼児の実態に応じ､指導内容や指導 
     方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

育みたい資質・能力 
 
 
 

第４節 埼玉県における特別支援学校幼稚部で育みたい力 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能の基礎 思考力・判断力・表現力の基礎 学びに向かう力、人間性等 

自分らしさを発揮し、友達と共に よりよく生きていく力の育成に向けて 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

自立活動の６区分 

健康の保持  心理的な安定  人間関係の形成   
       環境の把握   身体の動き  コミュニケーション 

 
 
 
 
 
 
 

視覚障害特別支援学校 
※塙保己一学園 

 

触る手（触察・手指の操作） 
聞く耳（思考・空間認知） 
体づくり 
（基本の動き・ボディイメージ・歩行） 
弱視の幼児視覚活用（視覚補助具の活

聴覚障害特別支援学校 
※大宮ろう学園、坂戸ろう学園 

 

視る力（視覚活用） 
聞く耳（聴覚活用、聞こえの管理） 
言葉の力（手話、日本語、言語概念） 
確かなコミュニケーション 
（意欲、態度、能力） 

幼稚園教育の５領域 

健康  人間関係  環境  言葉  表現  
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㸯 どぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢ⏕ά࡜学࠿㇏ࢆࡧにࡍる支援        

օ 安心・安඲な環境（人的・物的）で意欲を育ࡴ支援 

視覚障害のある幼児は、ぢえないことから୙安になりやすいため、安心したẼ持ࡕを持てる

よう手をつないࡔり、 かいኌをかけたりするなど、幼児のഹかな心の動きに応⟅するように

心᥃けている。安心したẼ持ࡕは、幼児の୺体的な活動をಁす基┙となるので、視覚障害のあ

る幼児にとって教ᖌのಙ㢗に基づく関係は大ኚ重要である。 

手指や㊊⿬の感覚から周囲にある情報を得るなど、視覚を補えるような環境をᩚえる配慮を

行っている。自分から⛣動しようとする意欲を大切にし、物の配⨨をᅛ定したり、ᗯୗには障

害物を⨨かࡎ、歩行の手がかりとなる手すりをྲྀり付けたり、࢝ーࢺࢵ࣌など、㊊⿬のഹかな

感覚から自分のいる఩⨨を把握できたりするような工夫を行っている。 

ֆ 自分でできる基本的生活習慣の育成 

⾰᭹を㑅ࡪ㝿には自分で⦎習しやすいように、╔⬺が⡆༢でᑡしࡺとりのあるものを保ㆤ者

に࠾㢪いしている。⾰᭹を╔る㝿の持ࡕ手のሙᡤが分かるように、᭹のᚋろの〈やࢬボンの๓

の୧➃に㣭りࡰたࢇ等で┠༳をつける工夫をする。╔る動作一つ一つに かい言葉かけをῧえ

てບまし、大人の支援をᚎ々にῶらして一人で╔⬺ができるようにしている。 

㣗事に࠾いては、࠾┅のୖの㣗ჾの఩⨨をᅛ定し、㣗࡭物の配⨨が分かるようにしている。

ჾのቨ㠃がᆶ┤など、ࣉࢫーンですくいやすい㣗ჾや、ⓑいࡈ㣤をぢやすい㯮いⲔ☇など、幼

児に合った適切な㣗ჾを౑うことにより、自分で㣗࡭るẼ持ࡕを育てている。 

և ஬感でつかࡴ、確かな思考形成㸸᰾となる体㦂 

  身の回りで㉳きている事象を把握するために、஬感を十分に活用できるようにಁしている。

触覚と聴覚を活用することは大ኚ有ຠである。触ることがᴦしく、触ったら心ᆅよかったとい

う⤒㦂をከく✚み、触る手を幼児期に育てている。実物に触ࢀるᶵ会を作り、触り方を教える。

確かな概念を形成するには᰾となる体㦂活動を重視し、触るものをཝ㑅する。౛えࡤⰼの概念

を育てるにはࢳューࣜࣉࢵやࣘࣜ等、分かりやすいものを㑅び、手で㡰␒にᅵからⱼ、葉、ⰼ

ᘚまでたどるよう支援する。 
   聴覚を活用することは、外⏺への⯆࿡・関心を広げる❆ཱྀになる。対象物に向かって手をఙ

、こでࡑ。がฟ現しにくい視覚障害のある幼児にとって、聴覚活用は重要であるࢢンࢳすࣜーࡤ

㡢のฟる⋵具などを用いて㐟びにㄏうようにしている。ᴦしい㐟びであることが分かると、㡢

のする方に向かって（㡢※を定఩して）⛣動する意欲を育てることができる。聴覚は、空間の

広がりを把握することにもᙺ立つ。ࡑして、聞こえる㡢情報をᩚ理して伝え（Ỉの㡢、㊊㡢、

㫽の㬆きኌ等）、言葉の概念を育てる。ࡑの㝿、ࣂー࣒ࢬࣜࣂ（視覚障害者が、耳で聞いた情

報ࡔけでものࡈとを理ゎできたと思ってしまうこと）にならないように、実体㦂をకうように

することが大切である。実物での体㦂が難しいときには、ᶍᆺを‽ഛするようにしている。 
   また、幼児が聞くことに㞟୰しているときには、大人がࡑの状況をጉげないようにぢᏲるこ

とも必要である。大人のవ計なኌかけや㐣๫なບましなどが、幼児の㞟୰を㏵切ࢀさࡏること

がないように㟼かな環境を作る。情報が必要なときには的確な言葉でㄝ᫂し、㞟୰して感覚を

活用しているときにはవ計な่⃭を୚えないという配慮が大切である。 
⑷ 動くことがᴦしい基本的な体づくり 

   㐠動の基本となる動作は、歩く・㉮る・ᢞげる・㊴ࡪことである。視覚に障害があるとぢよ

うぢまࡡができないため、㐠動にไ㝈をཷけている。手とり㊊とりで୎ᑀに体の動かし方を教

えることが必要になる。᫬には㐟具などを用いて実㝿にᴦしみながら体を動かす活動を行い、

ờをὶす心ᆅよさを࿡わい、健康な体を作る。実㝿に体を動かしながら、⣽かい身体の㒊఩や

ボディイメージを育てていくことが大切である。 
 

第㸳節 どぬ㞀ᐖ特別支援学校で኱ษにࡋたい支援 

 １ 視覚に障害のある幼児の生活と学びを豊かにする支援 
 㸰 保ㆤ者にᐤりῧう かい支援 
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 また、手と指は➨஧の⬻とも言わࢀ、視覚障害のある幼児にとっては、外⏺を知るための❆

ཱྀとなる。ぢえないため、物のᏑᅾが分からࡎ、物に手をఙࡤす行Ⅽが難しい。幼児のすࡄ㏆

くに⯆࿡を持たࡏるような㡢のฟる⋵具を⨨くなど、環境に配慮している。手でにࡂる、動か

す、触る、᥈す活動を支援し、基本的な手指のᶵ能を㧗めていく。 
։ ぢえない、ぢえにくくても学࡭る環境 

඲┣の幼児を指導する᫬には、周囲にある物の配⨨をᅛ定する工夫をしている。物の఩⨨が

自分の఩⨨を知る┠༳（ࣛン࣐ࢻーࢡ）となっている。ࣛン࣐ࢻーࢡを手がかりにして一人で

⛣動ができるよう支援をしている。 
物をᥦ♧する᫬には、ᯟ組みのある⟽や、ࣞࢺーを用意し、物を手᥈りで触ࢀるように工夫

している。物を触る᫬には、඲体ീがつかめるようにまࡎは඲体を大きくたどり、次に⣽かい

㒊఩を᥈るように触るよう支援をしている。 
  弱視の幼児がṧᏑ視力を十分に活用できるための工夫として、㒊ᒇの᫂るさを幼児に応じて

適切にㄪᩚしたり、᭩ぢྎで⤮や෗┿、本をぢやすいゅ度にしたりしている。本などについて

は、コンࢺࢫࣛࢺやⰍ౑いが᫂░であり、ཎⰍなど、Ⰽ合いの区別が分かりやすいものを㑅ࢇ

でいる。 
  また、視覚補助具として、ᣑ大ㄞ᭩ჾや、ࣝー࣌、㏆用・㐲用ࣞンࢬ、༢║㙾、㹧㹎㹟㹢の

ᣑ大アࣜࣉ、᫬้を知る用具として、㡢ኌ᫬計や㯮┙にⓑⰍ数字の᫬計を用いている。外での

活動に࠾いてኴ㝧ගの╆しさを感じるሙ合には㐽ග║㙾を⿦用し、つࡤ広のᖗᏊを⿕るよう支

援をしている。 
֊ 共に生きる႐びを࿡わえる௰間づくり 
  視覚障害特別支援学校には、඲┣ࡔけでなく弱視など、視覚障害に係るᵝ々な障害の幼児が

㏻う。ぢえにくさを補う配慮さࢀた環境の୰で共にᴦしく関わりあえる友達のᏑᅾは㈗重であ

る。幼児自身が感性や思考をാかࡏながら、᫬には自分の࣌ーࢫに合わࡏてしっかりと活動に

ྲྀり組み、自分らしくఙびఙびと自己実現を図ࢀるሙとなるように環境をᩚえている。幼児同

ኈや、教ᖌとの関わりの୰で かい人間関係を⠏き、⯆࿡関心を広げ、୺体的に学ࡰうとする

基礎的な力を育てている。ບまし合い、Ẽ持ࡕが㡪き合える௰間がいる㞟ᅋを࿡わえるように

していく。 
 
㸰 どぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢ࡬支援ࡸ㓄៖ࡢᕤኵ౛                         

 
օ 安඲ 

                       
ᗯୗには、障害物は⨨かࡎ、ゅのある物にはࢵࢡション⦆⾪ᮦをྲྀり付けるなど、安඲に配慮している。

弱視の幼児のためにὙ㠃ྎやẁᕪには⦤ᶍᵝでὀ意をႏ㉳している。 
ֆ 自分でできる環境 （ࣟ࢝ࢵー、㠐⟽、ᮘ、᳔Ꮚ） 
 
 
 
 
 
 
 Ⰽ画用⣬や、Ⰽࢸーࣉ、触って分かる࣐ーࢡなどを㈞り、自分や友達のࣟ࢝ࢵー、㠐⟽などが分かる 
 ようにしている。幼児ࡈとの࣐ーࢡを用意し、自分の物の఩⨨が分かるようにしている。 
 
 
 

 ࢡー࣐ーの࢝ࢵࣟ
ᮘと᳔Ꮚの࣐ーࢡ 
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և 自分でできる環境 （ሙᡤのᅛ定） 
 
 
 
 
 
 
 ඲┣の幼児には、自分のࣟ࢝ࢵーの఩⨨が分かるように࢝ーࢺࢵ࣌をᩜいている。教ᮦのᲴは、常に 
 同じ物をධࢀるようにし、自分で㑅ࡔࢇり、∦づけたりできるようにしている。▼㮯の఩⨨もᅛ定し 
 ている。教ᐊ内のᮘの఩⨨も同じ఩⨨になるように、ࢸーࣉで༳をつけている。ᗙᖍやࣟ࢝ࢵーの 
 ఩⨨は、幼児の導⥺を考えている。౛えࡤ、ある඲┣児は、ࣟ࢝ࢵーに⫼をつけて⛣動すると自分の 
 ᮘに行くことができるようにしている。 
⑷ 自分でできる環境 （㣗事） 
 
 
 
 
 
 

 

 自分で㣗࡭る⦎習用の㣗ჾである。持ࡕ手に向かってࣉࢫーンを動かし、ࡑのままୖに動かすとすく 
 って㣗࡭ることができる。弱視用のⲔ☇は୰が㯮く、ࡈはࢇのṧりがぢえやすくなっている。⤥㣗の 
 。のୖで㣗ჾを⨨く఩⨨をỴめ、常に同じように配⮃をする┅࠾ 
։ 自分でできる環境 （⾰᭹） 
 
 
 
 
 
 
 保ㆤ者に౫㢗をしてୖ╔は⫼୰、ࢬボンは࠾⭡の持つ఩⨨にボࢱンをつけてもらっている。弱視の 
 幼児はコンࢺࢫࣛࢺのあるⰍがぢやすい。日々、⦎習をして自分で╔᭰えができるようにしていく。 
֊ 実物に触ࢀる 
 
 
 
 
 
 
 実物に触ࢀることを大切にして࠾り、⋞関にはᏘ⠇のⰼやᮌの実、㔝⳯やᯝ物などを⨨いている。 
 㣗育では、実物大の࢝ジࣟࢢ࣐࢟の⤮を౑った。⏿の学習では、✀まき（ⱑ᳜え）から཰✭までを体 
 㦂する。཰✭したさつまⰞは、㞟めたⴠࡕ葉で↝きⰞ会を行ったり、ⰞをⰍ々な形に切ってࢱࢫン 
 。㐟びをしたりしたࣉ 
֋ ⋵具 
 
 
 
 
ձ        ղ            ճ            մ 
 ᖺ㱋のᑠさいᏊ౪たࡕは、ග、㡢、᣺動のฟる࠾もࡷࡕで㐟ࡪ。ձࠕボーࣝⴠとしࠖは、㌿がりⴠࡕ 
 ていく㌶道とࣕࢳイ࣒の㡢をᴦしࡴ。ղࣛ࢝ࠕコࣟࣜࢶーࠖや、ճࠕシ࢛ࣟࣇン付き⋢のሪࠖは、ぶ 
 指と人ᕪし指・୰指を㍯にして⋢をつまみ、✰にධࢀたり、⋢を┠で㏣ったり、㡢や࣒ࣜࢬをᴦしࢇ 
 。まなᴦჾを౑って㡢ᴦ会を行っているࡊいな㡢がฟるさまࢀりする。մは、きࡔ 
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֌ 視覚補助具 
 
 
 
 
ձ            ղ           ճ          մ 
 弱視の幼児には、補助具を✚ᴟ的に౑っている。ձᣑ大ㄞ᭩ჾは、ᣑ大の௚にⰍやコンࢺࢫࣛࢺをኚ 
 えることができる。ղ༢║㙾は、㐲くのものをᣑ大してはっきりぢる᫬に౑う。ճࢺࢵࣞࣈࢱ➃ᮎは、 
 ᪻⹸やⰼなどを᧜ᙳし、ᣑ大してぢる᫬や、行事のぢ学に౑う。մ᭩ぢྎは、ṇしい姿ໃでㄞࡔࢇり 
 ᭩いたりする᫬に౑う。 
֍ 教ᮦ・教具 
 
 
 
 
ձ          ղ            ճ           մ 
 
 
 
 
յ          ն            շ           ո 
 
 
 
 
 
չ          պ            ջ           ռ 
ձࣔࠕンࢯࢵࢸーࣜ教具 （ࠖ㛗さのᲬ、ⲔⰍい㝵ẁ、ࣆン࣡ࢱࢡー）は、感覚をὙ⦎さࡏ数や量を学ࡪ

ことができる。ղճは弱視の幼児のために、Ⰽのコンࢺࢫࣛࢺや、᫂るさに配慮した教ᮦである。 
մ〇作の᫬間に作ったࠕくものᕢࠖは、ࣞーࣛࢬイࢱーというᾋきฟる⣬や、立体コࣆー、切り⤮な

どを౑って、形をイメージした。յ◁文字は、触覚も౑ってࡦらがなや数字を覚える。Ⰽで➹㡰を♧

している。ն文字ᯈがぢやすい᫬計と㡢ኌ᫬計を୪࡭、᫬้が分かりやすいようにしている。շոⴠ

としたり、はめたりする教ᮦは、手指を動かしながら学ࡪ。չᒇ内に㕲Წを⨨き、㐠動を日常的にᴦ

しࡴ環境をつくる。自分の身体を支えたり、㏫さの感覚を感じたりすることができる。պࣛࣈインࢻ

ࣈンࢱにࢺࢵ࣐ンジ〇で୰に㡢※があり、安඲にボーࣝ㐟びをᴦしめる。ռ࣏ࢫのボーࣝ。ջࢫニࢸ

ࣜンをࡪらさげて的を作り、ᙜたったときの㡢をᴦしみながらボーࣝᢞげの⦎習をしている。ࢱンࣈ

ࣜンにⰍをつけ、弱視の幼児がぢやすいように工夫している。 
֎ 教ᮦ・教具（はさみの౑い方㸸弱視の幼児へのẁ㝵的指導） 

 
         はさみのึ期指導には、大人と一⥴にࢧࣁミを開いたり、㛢じたりできる補助ࢧࣂ 
         ミを౑う。ࢧࣂࡡࡤミは、ࡡࡤで開くため、一人でもᢅいやすい。⥺にἢって切る 
         ⦎習では、ᕥの෗┿のように切る⥺をぢやすくする工夫をしている。┠の㏆くで、

は        はさみを౑う᫬には、安඲のための保ㆤメࢿ࢞を౑う᫬がある。 
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㸱 どぬ㞀ᐖ特別支援学校幼稚部ࡢ᪥ㄢ⾲౛                           
    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ どぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢಖㆤ⪅支援ࡢᐇ㝿                             

  ᡃがᏊに障害があると分かった᫬には、保ㆤ者はᑗ᮶に大きな୙安とᝎみをᢪく。こうした᫬

に、保ㆤ者がᡃがᏊの障害をどのようにཷ容するかが、ࡑのᚋのᮃましい成㛗・発達に大きなᙳ

㡪を୚えることがከい。๓向きなẼ持ࡕで育てていくための保ㆤ者支援を行うことが大切である。 

 օ 話を聞く（ഴ聴） 

   保ㆤ者はᵝ々なᝎみや୙安をᢪえている。保ㆤ者が安心して自分のẼ持ࡕを話しても大୔

夫なࡔࢇと感じྲྀࢀることが大切である。᥋し方やኌのかけ方など、⣽かなⅬにも配慮が必

要である。幼児がこࢀまで育ってきたᵝᏊや、⑓㝔でのできࡈと、ࡑのときに感じた保ㆤ者

のᵝ々な思いなど、ᾦのฟる話もከい。保ㆤ者をしっかりとཷけṆめ、話に耳をഴけること

がఱより大切である。 

   保ㆤ者はᏊ育ての⤒㦂がᑡないୖに、幼児に障害があࡤࢀどうやって育ててⰋいか分から

ことで、周りの視⥺や心ない言葉にയついࡔࢇ୙安になることがከい。ẕぶは自分が生、ࡎ

ているሙ合もある。保ㆤ者の心に配慮し、ともに幼児を育てていくという姿ໃが必要である。 

 ֆ ぢえ方のシミュࣞーション 

   幼児の実㝿の視力やぢえ方などが大よࡑ分かるሙ合は、シミュࣞーションを行ってもらう。

保ㆤ者に幼児のぢえにくさからくるไ㝈を理ゎしてもらうことは大切である。幼児のሙ合、

ᑡしでもぢえていると、周りの大人からは日常生活では、୙自⏤なく動いているようにぢら

てしまう。ᑠ学校のように文字や⣽かなものをよくぢるといったሙ㠃がᑡないୖ、幼児自ࢀ

身も生まࢀてからくっきりとものをぢたことがないために、自分がぢえにくいのࡔというこ

とにẼ付かࡎに㐣ࡈしている。 

   実㝿にシミュࣞーションを行うことで、どࢇなሙ合がぢえにくいのか、どࡔࢀけᏊ౪がດ

力しているのかを理ゎしてもらう助けになる。生活の୰で୙౽がないように㐣ࡈしていても、

実はとてもⱞປしているので、ぢえやすくするための工夫や環境について保ㆤ者自身に理ゎ

してもらうことで、幼児は安心して㐣ࡏࡈるようになる。 

 և 同ᖺ㱋や、ඛ㍮保ㆤ者の活動をぢるᶵ会 

   保ㆤ者にとっては現ᅾの生活ࡑのものも୙安であるが、ᑗ᮶についてもどうなっていくの

か୙安をᢪえている。ᑡしඛのぢ㏻しがもてることは、安心して㐣ࡈしたり、Ꮚ౪に向かう

Ẽ持ࡕを育てたりする㠃でも㐪いがある。ඛ㍮の活動をぢることは大きなບみとなっている。 

࠙日ㄢ表タ定の理⏤ࠚ 
 。るようᖏ日ㄢとしているࡏがぢ㏻ࢀ一日の生活のὶۑ
イࣞࠖࢺ・ഛ・╔᭰え‽ࠕ日常生活で必要な力であるۑ

㣗⤥ࠕ  。ているࢀ付けࠖを日ㄢにྲྀりධ∦ࠕࠖ
࣒イࢱのびのびࠕۑ はࠖ、㐲方からの㏻学の配慮やᵝ々

な障害のある幼児への対応を考慮している。身体づ

くりなどの࣒ࣜࢬ㐠動や、幼児の学びに応じたㄢ㢟

別学習など、幼児が自らのびのびと活動できる᫬間

としている。 
自⏤㐟びࠖは、幼児の⯆࿡・関心の広がりや௰間ࠕۑ

とのかかわり合いを大切にしている。 
。ることがከいࢀ障害が理⏤で体の動きをไ㝈さۑ

㐠動㐟びࠕ身体づくりࠖやࠕ ᩓ歩ࠖでは、ᵝ々ࠕࠖ、

な身体の動きができるよう、ࠕ感触・〇作㐟びࠖや

㡢ᴦ㐟びࠖでは、情操、表現する力を育てるようࠕ

工夫している。 
帰りの会ࠖでは一日の生活のᴦしい᣺り㏉りを行ࠕۑ

い、᫂日の活動に期ᚅが持てるようにしている。 
個別相ࠕᨺㄢᚋには、保ㆤ者との連ᦠを図るためにۑ

談ࠖを行っている。 

᫬間 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠 
9:15 Ⓩ校 
9:30 ‽ഛ・健康ほ察・╔᭰え・ࢺイࣞ 

のびのびࢱイ࣒・ᮅの会 
（ㄢ㢟別指導・࣒ࣜࢬ体操・自⏤㐟びなど） 

10㸸50 ࠾㞟まり（ฟᖍ確認・ḷ等） 

11㸸00 タ定㐟び 
（ᩓ歩、感触・〇作㐟び、㐠動㐟び、

㡢ᴦ㐟び、ㄢ㢟別等） 
11㸸40 自⏤㐟び・ࢺイࣞ 

12㸸00 ⤥㣗‽ഛ・⤥㣗・ṑ☻き・∦付け 

13㸸00 自⏤㐟び・ࢺイࣞ・╔᭰え 

13㸸30 帰りの会 
13㸸45 ୗ校 
14㸸30 個別相談（13㸸45㹼14㸸30） 
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⑷ 同じ障害のあるᏊをもつぶとの஺ὶのሙ 

 同じ障害のあるᏊをもつぶ同ኈが஺ὶを図ることは大切である。どࢇなⅬにẼをつけて育

てているか、共㏻の思いを感じたり、情報஺᥮をしたりすることで、ᡃがᏊに対する関わり

方が㐪ってくる。 

 ։ 保ㆤ者学習会の౛（ᖹ成㸰㸷ᖺ度） 

 期日 内容 

１回 㸲᭶１０日（᭶） 保ㆤ者の㢦合わࡏ、一ᖺ間のண定 

㸰回 ６᭶ １日（ᮌ） 校㛗との᠓談会 

㸱回 ６᭶１５日（ᮌ） 幼稚㒊୺事との話し合い（保ㆤ者学習会の௒ᚋのண定等） 

㸲回 㸵᭶１１日（ⅆ） ⓑ᮫について（ㅮ⩏・実技） 

５回 㸷᭶１㸷日（ⅆ） 本校ᬑ㏻⛉教ᖌ（඲┣のᙜ事者）の体㦂談 

６回 １０᭶１㸵日（ⅆ） ᑠ学㒊の保ㆤ者との話し合い（体㦂談） 

㸵回 １１᭶１５日（Ỉ） ࣛࣈインࢸࢻニࢫの体㦂 

㸶回 １᭶㸰５日（ᮌ） 弱視体㦂（ㅮ⩏・体㦂） 
 

࠙඲┣体㦂のᵝᏊࠚ 

 

 

 

 

 

 

㸳 ᪩ᮇᩍ育┦ㄯ                                      

օ 教育相談のྲྀ組状況 

ぢることは、➗㢦を向け合う人との関係づくり、ఱࡔろうという⯆࿡関心、やってみたいとい

う意欲、行きたいという⛣動・㐠動の力、㞟୰してもののኚ໬をᴦしࡴなど、ᵝ々な発達をಁす

ものである。適切な視覚への配慮は、視力の発達にとどまらࡎ、幼児඲体の発達にᙳ㡪を及ࡰし

ている。ࡑうしたことから、ங幼児支援とᏊ育てに関わる保ㆤ者支援が必要であり、教育相談は

幼稚㒊ධ学๓の早期から、特に視力発達がᛴ㏿な㉸早期である０ṓ児からの相談が重要である。 

本校では、０㹼㸰ṓ児のங幼児も定期的に教育相談児として㏻うことができる。㸱ṓ児௨ୖで

あってもᐙᗞの事情などで本校に⡠を⨨かࡎに必要に応じて教育相談をཷけることができる。 

௒ᖺ度の実᪋状況はୗグのと࠾りである。な࠾、相談については、基本的に┴内඲域の方を対

象としているが、ཧ考までに相談に᮶た方のᒃఫᆅを㍕ࡏた。    （ᖹ成 �� ᖺ �� ᭶ �� 日現ᅾ） 

࠙定期的᮶校相談回数ࠚ                  

 回数 ᘏ࡭人数 相談者のᒃఫᆅ 

５ṓ児 ᭶１回 １ྡ 㬨ᕢᕷ 

日㧗ᕷ 

行⏣ᕷ 

さいたまᕷ 

㸰ṓ児 㐌㸰回 １００ྡ 

１ṓ児 ᭶㸱回 １６ྡ 

０ṓ児 ᭶１回 １ྡ 

࠙本校௨外の会ሙでの相談回数ࠚ                  

 回数 ᘏ࡭人数 相談者のᒃఫᆅ 

ᑠ児་⒪ࢭンࢱー ᭶ �回 㸰ྡ さいたまᕷ・ᕝཱྀᕷ 

ᕝཱྀ保健ࢭンࢱー ᭶１回 １ྡ ᕝཱྀᕷ 

㬨ᕢዪᏊ㧗等学校 ᭶１回 ６ྡ 㬨ᕢᕷ・行⏣ᕷ 

さいたまᕷୗⴠ合教育相談ᐊ ᖺ１回 㸱ྡ ྜྷᕝᕷ・さいたまᕷ 

幼稚園・特別支援学校 㝶᫬ 㸰ྡ 行⏣ᕷ・さいたまᕷ 

⚟♴᪋タ・保健ࢭンࢱー 㝶᫬ １０ྡ 行⏣ᕷ・日㧗ᕷ・ᕝ㉺ᕷ・㭯ࣨᓥᕷ・㬨ᕢᕷ・ᮾᯇᒣᕷ 

࠙୙定期᮶校相談回数ࠚ         

 ᘏ࡭人数 相談者のᒃఫᆅ 

５ṓ児 ５ྡ 㬨ᕢᕷ 

行⏣ᕷ 

さいたまᕷ 

┴外 

㸲ṓ児 １ྡ 

１ṓ児 㸱ྡ 

０ṓ児 㸰ྡ 

 

保ㆤ者に㝈らࡎ、保育関係者、⑓㝔、᪋タ関係者からの相談もཷけ付けて࠾ります。ぢえ方やᏊ育てに関

する相談は、ୗグまで࠾Ẽ㍍にࡈ連⤡くࡔさい。 

             特別支援学校塙保己一学園幼稚㒊 教育相談 

             㟁話 ０㸲㸷（㸰㸱１）㸰１㸰１ )D[ ０㸲㸷（㸰㸱㸷）１０１５ 

            0DLO VRXGDQ#PR�VE�VSHF�HG�MS   85/ KWWS���ZZZ�PR�VE�VSHF�HG�MS� 



－ 16 －  

ֆ 実㝿の支援内容の౛ 

   ア ⋵具などの教ᮦをᥦ♧し、幼児の㐟び方をほ察する。 

   イ ほ察の୰から幼児のぢえ方、身体の動かし方の特ᚩをつかみ、ぢやすい、動かしやすい 

     支援を行う。保ㆤ者が実㝿のᵝᏊをぢることにより、幼児との関わり方を学ࢇでもらう。 

   ウ ぢやすい、動きやすい、分かりやすくするための工夫を⤂௓する。 
 。ぢえ方や、⑓Ẽの✀㢮、║㙾౑用の状況から必要に応じᑓ㛛ᶵ関を⤂௓する ࢚   
  生活の୰で困っていることやᝎみに耳をഴけ、具体的な支援方法を伝えたり、ཧ考図᭩ ࢜   
     を⤂௓したりする。         
㸴 どぬ㞀ᐖ特別支援学校幼稚部における学ࡧにᛂࡌたᐇ㊶஦౛                    

օ  視覚障害特別支援学校のᖺ間指導計画౛ 
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の
ࢺ
ࢼ

࢝
イ

・
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ᖾ

ࡏ
な
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つ
ࡡ
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㞷

の
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ン

࢟
や

さ
ࢇ

・
༞
ᴗ

ᘧ
の
ḷ

感 触 ・ 〇 作
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ᢲ
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作

り
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ẕ

の
日
ࣉ
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ࢮ

ン
ࢺ

・
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い
の
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り

・
∗
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日
ࣉ
ࣞ

ࢮ
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ࢺ

・
◁
Ỉ

㐟
び
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᭩

ึ
め
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࠾

ṇ
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㐟
び
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⠇
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の
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り

ࠉ
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）
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く
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の
ᕢ

⦅
み
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理
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༞
ᴗ

ไ
作
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༞
ᴗ

生
へ
の

ࣉ
ࣞ

ࢮ
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ࢺ

⏿

・
ࣜ

ࢬ
࣒
㐠

動

・
࣐

ࢵ
ࢺ
㐟

び

・
体
育

⚍
⦎
習

・
ࢲ
ン

ࢫ

・
㡢
㡪

㉮

・
㐟
具

を
౑
っ

た

ࠉ
ࢧ
ー

࢟
ࢵ
ࢺ

㐟
び
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ࢲ
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ࢫ
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㡢

㡪
㉮

・
ࢧ

ー
࢟

ࢵ
ࢺ

㐟
び

・
ࣉ

ー
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㐟
び
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ࢬ
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㐠

動

・
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ー
ࣝ
㐟

び

・
ࣜ
ࢬ

࣒
㐠
動

・
ࣉ
ー

ࣝ
㐟
び

・
㨣
ࡈ

っ
こ

・
ࣜ

ࢬ
࣒

㐠
動

・
࣐

ࢵ
ࢺ

㐟
び
�㞵

ኳ
�

・
㟖

᭶
⚍

の
⦎
習

・
ࣜ

ࢬ
࣒
㐠

動

・
ᖹ

ᆒ
ྎ

・
大

⋢
こ
ろ

が
し

・
ࣜ

ࢬ
࣒

㐠
動

・
࣐

ࢵ
ࢺ

㐟
び

・
࣐

ࢵ
ࢺ

Ⓩ
り

・
ࣜ

ࢬ
࣒
㐠

動

・
ボ

ー
ࣝ
ᢞ

げ

・
ボ

ー
ࣝ
を

౑
っ

た
㐟
び

࠙
学

⣭
ྡ

�重
」

学
⣭

（
ᖺ

㛗
）

ࠚ

ᖹ
成

ۑ
ۑ

ᖺ
度

ࠉ
幼

稚
㒊

ᖺ
間

指
導

計
画

１
学

期
㸰

学
期

㸱
学

期

᭶ の ┠ 標 行 事 ௒ ᭶ の ḷ 㡢 ᴦ
㐟 び

・
あ

い
さ
つ

の
ḷ

・
ࡩ

ࢀ
あ
い

㐟
び

・
ᴦ

ჾ
㐟
び

・
ࡩ
ࢀ

あ
い
㐟

び
ࠉ

ࠉ
ࠉ

・
ᴦ
ჾ

㐟
び

・
わ
ら

࡭
ḷ
ࠉ

ࠉ
ࠉ

ࠉ
ࠉ

・
手
㐟

び
ḷ

・
わ

ら
࡭

ḷ

・
㞟

ᅋ
㐟

び

・
༞

ᴗ
ᘧ

の
ḷ

感 触 ・ 〇 作 㐟 び

・
୐

ኤ
㣭

り
ࠉ

・
◁
Ỉ

㐟
び

・
▼

ᣠ
い

・
⣬
⢓

ᅵ
で
࠾

ᘚ
ᙜ

ࠉ
・

▼
୪
࡭

、
▼

重
ࡡ
㐟

び

・
に
じ

み
⤮

・
大
き

な
⣬
に

⤮
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ᥥ
こ
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・
ⴠ

ࡕ
葉
㐟
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ࠉ

ࠉ
ࠉ
ࠉ
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⢓

ᅵ
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ࠉ
ࠉ

ࠉ
ࠉ
ࠉ
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ࣜ
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⠇
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ᇵ
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ࢺ
࣐

ࢺ
、

は
つ
か

ࡔ
い

こ
ࢇ
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人
ཧ

、
ࢧ

ࢶ
࣐
イ

ࣔ
等

）

・
Ỉ

や
り
ࠉ

ࠉ
・

཰
✭

・
Ꮨ
⠇

の
㔝
⳯

の
᱂

ᇵ
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ࢺ
࣐
ࢺ
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ࢧ

ࢶ
࣐
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ࣈ
ࣟ

ࢵ
コ
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等

）
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や
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ࠉ
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✭
ࠉ

ࠉ
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Ⱎ
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⠇
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᳜
物
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᱂
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ᑠ

ᯇ
⳯
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ࣈ
ࣟ

ࢵ
コ

ࣜ
ー
、

じ
ࡷ

が
Ⱎ
等

）

・
Ỉ

や
り

ࠉ
ࠉ
・

཰
✭
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⚄

社
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ࠉ
・

安
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ዉ
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⚄
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ࠉ
ࠉ
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ࣈ
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බ
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ࠉ
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か
ࡎ
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ࠉ
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動
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身

体
の
౑

い
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ࠉ
ᅛ
定

㐟
具

ࠉ
体

ᖿ
㐠
動
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び
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）
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合
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ࠉ
ࠉ
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ࠉ
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ࠉ
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ࠉ
ࠉ
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ࠉ
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ࠉ
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ࠉ
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ࠉ
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字
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ࠉ
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ࠉ
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定
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具

ࠉ
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Წ
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ど

）
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⤮
合
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ࠉ

ࠉ
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ࠉ

ࠉ
ࠉ

ࠉ
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念
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成
ࠉ

ࠉ
・
つ

み
き

㐟
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ࠉ
ࠉ
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と

㐟
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㐟
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・
ㄞ

み
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か
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ࠉ
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と
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ࠉ
か
ࡎ

ࠉ
文

字
（

ቚ
字
）

ࠉ
・

形
の
合

成
分

ゎ

・
㐠

動
（

身
体
の

౑
い

方
、

ᅛ
定
㐟

具
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な
わ

と
び
等

）
ࠉ
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念
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成

・
࢝

ー
ࢻ

㐟
び
ࠉ

ࠉ
・
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覚

㐟
び
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ࠉ
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ࠉ
ࠉ
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⦎
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ࠉ
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  ֆ 視覚障害特別支援学校の日᱌౛ 

   重」学⣭（５ṓ児） 日᱌                    ᢸ௵ ࠐࠐ ࠐࠐ 

 （᭙日ࠐ）日ࠐ᭶ࠐ

 ࡡ

ら 

い 

 コࣜーのⱑ᳜えの体㦂を㏻してⱑの葉の形や大きさにẼ付き、ⱑの᳜え方ࢵࣟࣈ・

 を知る。                 （知識・技能の基礎） 

 

 

ホ

౯ 

、コࣜーのⱑ᳜えのㄝ᫂を聞いてࢵࣟࣈ

手㡰や᳜え方を知り、ぢ㏻しを持って自

分からྲྀり組もうとする姿がぢらࢀた。

友達と一⥴に活動をᴦしめたことも大き

な成㛗である。弱視なのでじっくりぢる

ことやヨ行㘒ㄗの᫬間を㛗めにとるよう

に᫬間タ定に配慮が必要である。 

・┠と手の協応を図る活動を㏻して、ヨ行㘒ㄗしてྲྀり組ࡴ。 

                      （思考力・判断力・表現力の基礎） 

・友達と一⥴に㐟ࡪことで心ᆅよさを࿡わう。 （学びに向かう力・人間性等） 

物 

的 

環 

境 

の 

ᵓ 

成 

 

 

 

 

ձ自⏤㐟び ղ個別ㄢ㢟 ճ教ᐊ ᕥ㸸ࣞࣉイࣝー࣒  ྑ㸸ࣝࢫࣛࢡー࣒ 

ᐊ内（言葉による伝え合い、豊

かな感性と表現） 

・ᴦჾ（ᡴᴦჾやᘻᴦჾ、 

 （等ࢻーボー࢟

 とࡈまま、ࢡࢵࣟࣈ・

・つみき 

・⤮本 

 

ᒇ外（健康な心と体、協同性）

・ᅛ定㐟具、アࢡࢵࢳࣞࢫ 

・◁ሙ 

・⠏ᒣ、ࢺンࣝࢿ 

・校ᗞ、ᗞᮌ、ⲡⰼ 

（数量・図形、文字等への関心・感覚） 

１㸸෇ᰕさし 

㸰㸸ⲔⰍの㝵ẁ 

㸱㸸ࡦも結び    

㸲㸸ᆺⴠとし（ࢺࢵࣉインㄢ㢟） 

ㄢ㢟タ⨨のᮘの఩⨨ 

 

 

 

       

       ᳔Ꮚ 

 

 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 配慮事項 指導の関連性 

���� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

����� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

����� 

 

 

 

 

 

 

 

 

����� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。Ⓩ校する。ᣵᣜをするە

 。ーを᥈す࢝ࢵ自分のࣟە

の୰のᡤ持ရをࣟࢡࢵュࣜە

 。ーにฟす࢝ࢵ

 。えをする᭰╔ە

 シࣕࢶのᚋろ、ࢬボンの๓に

付いている༳のところを持

って╔る。 

    
 

 。᤼ἥ、手Ὑいをするە

  。自⏤㐟びをするە

 。付ける∦ە

 。ඖẼにᣵᣜを஺わすی

 ㏆くにいる友達のᏑᅾを知らࡏ、ᣵ

ᣜをಁす。 

 

ᡤ定のሙᡤにᡤ持ရを⨨くようにኌی

かけする。 

、るところは一人で行いࢀえら᭰╔ی

できない㒊分を一⥴に手をῧえて援

助する。 

るようにኌをࢀ᭹をධࡔに⬺いࢦ࢝ 

かける。 

 。イࣞで必要な支援をするࢺی

 。ࡴ物で一⥴にᴦしࡔࢇ㑅ی

 。保ㆤ者に୺な活動を伝えるۑ

ーを一⥴に᥈し、ᡤ࢝ࢵ自分のࣟۑ

持ရを⨨くようኌをかける。 

連⤡ᖒに┠を㏻し、内容を把握しۑ

て࠾く。 

ࢱ手の༳（ボࡕえの㝿に、持᭰╔ۑ

ン等）を㢗りに、๓ᚋを間㐪えな

いようにぢᏲる。 

にࢦ࢝）᭹ࡔを活用し、⬺いࢦ࢝ 

ධࢀる）、╔る᭹（ࢦ࢝のᕥ外ഃ

に⨨く）を᫂確にさࡏる。 

イࣞまでの⛣動の安඲に┠をࢺۑ

配る。 

 自立活動６区分ۻ

幼稚園教育要ڦ

領５領域 

 幼児期の終わり۔

 までに育ってほ 

 しい１０の姿 
 健康の保持ۻ

 心理的な安定ۻ

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

コミュニケーショۻ

ン 

 健康ڦ

 健康な心と体۔

 自立心۔

 。ᮅの会をするە

 （࣒ーࣝࢫࣛࢡ） 

 ・ᣵᣜ・ḷ・ྡ࠾๓࿧び 

 ・日付と本日のண定 

 コࣜーのⱑをほ察ࢵࣟࣈ・ 

  と触察 

 ・ᙜ␒の話 

 ・௒᭶のḷ 

 。Ỉ分補⤥をするە

 ᮅの会の進行に耳をഴけるようにኌی

 かけする。 

 コࣜーのⱑの葉の形や大きさࢵࣟࣈ 

 など、手で触った感覚を言葉にする。 

 ᳜え方のㄝ᫂を聞くようにಁす。 

 ⏿でⱑ᳜えをすることを伝える。 

ᮅの会で、一日の生活のぢ㏻しがۑ

持てるようにする。 

 ⱑのୗに᪂聞⣬をᩜく。 

 安心して触ࢀる環境を作る。 

 触り方を支援する。 

 心理的な安定ۻ

 人間関係の形成ۻ

 環境の把握ۻ

コミュニケーۻ

ション 

 人間関係ڦ

 環境ڦ

 自然との関わり۔

 思考力の芽生え۔

 り、外へ⛣動すࡪᖗᏊをかە

る。 

 。コࣜーのⱑ᳜えをするࢵࣟࣈە

 

 

 。外㐟びをするە

手Ὑいや、Ỉ分補⤥、᤼ἥをە

する。 

に安඲にㄏ導し、立ᮐを᥈すよう⏿ی

ാきかける。 

 シࣕࣝ࣋の౑い方、ⱑの᳜え方、Ỉ

のやり方を教える。道具を∦づけさ

 。手Ὑいを補助する、ࡏ

 。㐟びたい㐟具へ安඲にㄏ導するی

 十分身体を動かすようാきかけ、ⱞ

手な㐠動にᣮᡓできるようにする。 

㠐⟽を᥈し、外㠐へのᒚき᭰えをۑ

ಁす。 

にはྡ๓のⰍ別になっている⏿ۑ

ᮐを立てて࠾く。教ᖌと一⥴にや

って道具の౑い方に慣ࢀる。 

るよࢀ身体の動かし方を覚えらۑ

うに、ኌをかけたり、手をῧえた

りして一⥴に動く。 

 健康の保持ۻ

 心理的な安定ۻ

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

 健康ڦ

 環境ڦ

 健康な心と体۔

 自然との関わり۔

イࣞࣉ）。ㄢ㢟別学習をするە

ࣝー࣒） 

 １ ෇ᰕさしにྲྀり組ࡴ。 

 㸰 ⲔⰍの㝵ẁにྲྀり組ࡴ。 

 㸱 ࡦも結びとࡦもほどき 

   をする。 

 㸲 ᆺⴠとしをする。 

やり方を教え、一人でྲྀり組めるよی

うにする。 

 ㄢ㢟を終えたら、次のࢸーࣝࣈに進

 。ようにኌをかけるࡴ

  

に一つᥦࣝࣈーࢸㄢ㢟を一つのࠐ

♧して、ぢ㏻しを持ࡕやすくす

る。 

 戸ᝨっているሙ合は、手をῧえて

一⥴にྲྀり組ࡴ。 

 心理的な安定ۻ

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

 環境ڦ

 思考力の芽生え۔

数量や図形、文۔

字などへの関

心・感覚 

 㸰 

１ 㸱 

㸲 
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 。自⏤㐟びをするە

 

 

 。付ける∦ە

 。᤼ἥや、手Ὑいをするە

うな㐟びや᫖日の⥆きの㐟ࡑやりたی

びを思いฟし、ዲきな㐟びを㑅࡭る

よう支援する。友達の㐟びに関心が

持てるようにㄏう。一⥴にᴦしみ、

㐟びを広げる。 

物をࡔࢇ㣗であることを伝え、㐟⤥ی

一⥴に∦づける。 

で手Ὑいをするようኌࢇ୎ᑀに▼けی

をかける。 

、友達との関わりが持てるようにࠐ

周りの友達のᵝᏊを知らࡏる。 

 ㏆くの友達の㐟びのᵝᏊで一⥴

に㐟ࡑ࡭うな友達をㄏうよう支

援する。 

の⨨きሙはᅛ定しࢇけ▼ࣉン࣏ۑ

て࠾く。 

 健康の保持ۻ

 心理的な安定ۻ

 人間関係の形成ۻ

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

コミュニケーۻ

ション 

 人間関係ڦ

道徳性・規範意۔

識の芽生え 

社会生活との۔

関わり 

豊かな感性と۔

表現 

 。㣗の‽ഛをする⤥ە

 

 。る࡭㣗を㣗⤥ە

 

 

 

 。㣗ჾ等を∦付けるە

  

 。ṑ☻きをするە

 。に⨨くࣝࣈーࢸ㣗事に必要なものをی

方、すくࡕの持ࢡー࢛ࣇーンやࣉࢫی

い方を支援する。 

 手やཱྀඖがởࢀたら、࠾しࡰりでᣔ

くようにኌをかける。 

 

自分のものを∦付けるよう、ኌをかی

ける。 

 。௙ୖげ☻きをするی

 ཱྀをすすࡄことを教える。 

の㣗ᮦの大きさをࡎか࠾㣗の⤥ۑ

確認し、ჶみにくいもの（⧄⥔質

等）は้みࢧࣂミで切る。安඲に

㣗事ができるようにする。 

ら࡭とཱྀでも㣗ࡦ、ⱞ手な物でもۑ

 。ࡪたら、一⥴に႐ࢀ

てみようと思える࡭自分から㣗ۑ

ような㞺囲Ẽをつくる。 

 。るࡏ方は、やってぢࡂのすすཱྀۑ

 健康の保持ۻ

人間関係の形ۻ

成 

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

コミュニケーショۻ

ン 

 健康ڦ

 人間関係ڦ

 自立心۔

 。える᭰╔ە

 ࢡࢵーのⲴ物をࣜュ࢝ࢵࣟە

 にしまう。 

 。自⏤㐟びをするە

 。᤼ἥ、手Ὑいをするە

て╔᭰えࡏ手の༳にẼ付かࡕ᭹の持ی

るよう支援する。 

るࢀにධࢡࢵーのⲴ物をࣜュ࢝ࢵࣟی

ようኌをかける。 

 。ࡴዲきな㐟びを一⥴にᴦしی

 。イࣞで必要な支援をするࢺی

␒やすい物の㡰ࢀにධࢡࢵュࣜۑ

でኌをかける。 

㐟、ࡏ௒日の活動の終わりを知らۑ

びを∦付けるよう支援する。 

イࣞに安඲に⛣動できるようࢺۑ

にぢᏲる。 

 健康の保持ۻ

 心理的な安定ۻ

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

コミュニケーショۻ

ン 

 健康ڦ

 自立心۔

 。帰りの会をするە

 ・一日の᣺り㏉り 

 ・ᴦしかったことの発表 

 ・⩣日のண定 

 ・௒᭶のḷや帰りのḷ、ᣵᣜ 

᪼、を⫼㈇いࢡࢵュࣜە 㝆ཱྀへ 

 ⛣動する。 

るように、ฟ᮶事ࢀ一日を᣺り㏉らی

をいくつか伝える。ᴦしࡑうࡔった

ことを一⥴に発表する。 

 ᴦしいẼ分でḷう。 

 を⫼㈇う支援をする。安඲ࢡࢵュࣜی

 にㄏ導する。 

一日の᣺り㏉りでは、本児が➗㢦ۑ

でྲྀり組ࢇでいたことが᝿㉳で

きるようにする。 

 ᫂日のண定を伝えて、期ᚅを持て

るようにする。 

 。安඲に⛣動できるようぢᏲるۑ

 心理的な安定ۻ

人間関係の形ۻ

成 

コミュニケーۻ

ション 

 言葉ڦ

 表現ڦ

言葉による伝۔

えあい 

いࡔたࠕ、㏄えに᮶たẕぶにە

まࠖのᣵᣜをする。 

１日の報࿌を一⥴に聞く。 

別ࢀのᣵᣜをして㌴に஌り、 

ୗ校する。 

ẕぶに、Ⰻかったことなどを本児のی

๓で報࿌する。 

 ᫂日のண定等を伝え、別ࢀのᣵᣜを

஺わす。 

ẕぶに特に報࿌したいฟ᮶事をۑ

伝え、成㛗を共に႐び合う。 

 心理的な安定ۻ

人間関係の形ۻ

成 

コミュニケーۻ

ション 

 人間関係ڦ
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և 視覚障害特別支援学校の指導᱌౛ 

視覚障害特別支援学校幼稚㒊 タ定㐟び（感触・〇作㐟び）指導᱌ 

 

１ 日᫬・ሙᡤ  ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日  １１㸸００㹼１１㸸㸲０  ۑۑ教ᐊ 

 

㸰 活動タ定の理⏤   
  㔝外体㦂学習で㧗㯇ᕝに行き、ᕝཎで▼をᣠって᮶た。自分で㞟めたᮦᩱで工作をする⤒㦂が必要ࡔ 
 と考え、ᕝ㐟びと感触・〇作を関連づけた。触ることに᢬ᢠのある幼児でも、▼は◳く、形がはっきり 
 しているため、ྲྀり組みやすいと考えた。また、自然の⣲ᮦと触ࢀ合うことで、自然に対する⯆࿡・関 
 心を広げるきっかけになることも期ᚅできると考え、本活動をタ定した。 
 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 
 ࠙環境  。の大きさ、⨾しさ、୙思㆟さなどにẼ付くࡑ、て生活しࢀ自然に触（１）ࠚ
 ࠙表現  。ࡪいろいろな⣲ᮦにぶしみ、工夫して㐟（５）ࠚ
    （㸵）᭩いたり、作ったりすることをᴦしみ、㐟びに౑ったり、㣭ったりなどする。 

 

㸱 ࡡらい   

共㏻┠標 

・自分がᣠった▼をよく触り、形、大きさ、重さ、手触り、Ⰽなどの㐪いにẼ付く。（知 

 識・技能の基礎） 

・▼を୪࡭たり重ࡡたりして、自分の力でᵝ々な形をᵓ成する。（思考力・判断力・表現 

 力の基礎） 

・作りたいものをイメージしながら、意欲的に手を動かす。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㸿（５ṓ児

一⯡学⣭・඲┣） 

・▼を触って感触（大きさ・重さ・◳さ）を感じる。（知識・技能の基礎） 

・自分で触って動かし、自⏤に୪࡭たり重ࡡたりする。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹀（５ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・▼の形から作りたいものをイメージし、自分なりの作ရを〇作する。（思考力・判断力・

表現力の基礎） 

・〇作したいものにఱが必要かを考え、意欲的にྲྀり組ࡴ。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹁（５ṓ児

重」学⣭・弱視） 

・▼を一つࡎつぢて触って、Ⰽや形、大きさにẼ付く。（知識・技能の基礎） 

・教ᖌと一⥴に୪࡭たり重ࡡたり話をしたりしてイメージがᾋかࢇできたものを作る。 

 （思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹂（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・実㝿に▼を動かしながら作るものを考える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・できるࡔけ教ᖌの支援をཷけࡎに作ရを〇作する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹃（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・」数の▼の形から作りたいものを考える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・▼を動かして形をᵝ々な形を作ることに㞟୰する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹄（㸱ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・▼をよく触り、▼の感触（大きさ・重さ）を感じる。（知識・技能の基礎） 

・▼を自⏤に୪࡭たり重ࡡたりする。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

㸲 展開 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ等 

５分 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。ᙜ␒がはじめのᣵᣜをするۑ

ࠖ。から〇作をጞめますࢀこࠕ   

 。ጞまりのḷをḷうۑ

ྑ手はࢢーでᕥ手もࢢーでࠕ▼୪ࠖ࡭ 

ྑ手はࢢーでᕥ手もࢢーでࠕ▼重ࠖࡡ 

 。ᮘのୖにఱも⨨かないようにするۑ

 

ーの形ができているかを確かめながࢢۑ

ら、ࡺっくりḷう。 

るࠖの㐪いがよく分ࡡ重ࠕるࠖと࡭୪ࠕۑ

かるように୧手のሙᡤを教える。 

 

 

 

 

 

 

୪࡭た▼

と重ࡡた

▼のぢ本 

 

ᯈ（㹀㸲⛬

度）・▼ 

⤮の具 

➹・─ 

᪂聞⣬ 

ᕝでᣠって᮶た▼で〇作することを知ۑ

る。 

 、ᯈと自分がᣠって᮶た▼をཷけྲྀりۑ

ᯈのୖで▼を୪࡭たり、重ࡡたりして、

㐪う形ができることを知る。 

 。ఱを作るかをỴめるۑ

 。ⰍをሬってもⰋいことを知るۑ

㧗㯇ᕝで▼をᣠって᮶たことを思いฟۑ

すよう支援する。 

た▼のぢ本をぢたり、触ࡡた▼と重࡭୪ۑ

ったりする。 

ࡎ඲┣の幼児には、ᣠって᮶た▼を一つۑ

つ୎ᑀに触るよう支援する。 

※自立活動の内容に関連する事項 

（㸲）環境の把握 

 ア 保有する感覚活用に関すること。 

ないሙ合には、教ᖌと相ࢀ一人でỴめらۑ

談したり、教ᖌが支援をしたりする。 
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１５分 

 

 
 

 

１０分 

 。自で〇作するྛۑ

 

らをඛにやるかのࡕⰍሬりとᵓ成のどۑ

手㡰を確認する。 

をⴠしたり、ᢞげたりすると༴ないの▼ۑ

で、幼児から┠を㞳さないようにὀ意す

る。 

 。友達の作ရをぢるۑ

 

 

 。次㐌に⥆きをやることを知るۑ

 。ᙜ␒が終わりのᣵᣜをするۑ

ࠖ。で〇作を終わりにしますࢀこࠕ  

作ったものをቯさないように୎ᑀに触ۑ

る。 

 。ⰋくできているⅬをぢつけてほめるۑ

ࡏ௵づけを手伝える幼児には、௙事を∦ۑ

る。 

 

５ ホ౯ 

（１）本᫬のホ౯ 

඲体のホ౯ 
自分がᣠった▼を౑うことにより、〇作意欲をᘬきฟすことができた。඲┣やぢえづらい
幼児は、作りたい物のイメージを持つことは難しいため、導ධの㝿に工夫が必要である。 

個人ホ౯㸿 
▼の感触や重さから感じとったことを言葉にして表現できた。▼で作りたい物を自分で考
え、教ᖌと一⥴に୪࡭ることができた。 

個人ホ౯㹀 
▼の形から作りたいものをイメージし、▼をつなげて作ရを作りୖげる事ができた。また
Ⰽ合いも考え、㞟୰してྲྀり組ࡴ事ができた。 

個人ホ౯㹁 
▼を次々୪࡭たり、✚みୖげたりする୰で、ᒣのイメージが持て、⤮の具に⯆࿡を持って、
Ⰽ付けまで㞟୰してᴦしめた。                       

個人ホ౯㹂 
▼をいろいろと動かしてみたが、作りたいものが思いつかࡎ、▼のⰍሬりからጞめた。友
達の作ရをよくぢて、ⰋいⅬをぢつけていた。 

個人ホ౯㹃 
ことがでࡴに思いつき、▼にⰍをሬることに㞟୰してྲྀり組ࡄⰼࠖというイメージをすࠕ
きた。作ることに႐びを感じ、言葉でも表現していた。 

個人ホ౯㹄 
᭱ึは自分から触ろうとしなかったが、１つΏして持たࡏると▼を握ってみたり௚の大き
な▼を自分から触ってみたりしていた。୪࡭ることを意識しなかったが、教ᖌが▼を重ࡡて
ぢࡏると、いくつか重ࡡていた。 

（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ  

඲体のᨵၿⅬ 幼児が作ရへのイメージを広げ、ᴦしく表現活動ができるよう支援する。 

個人のᨵၿⅬ㸿 ⤮の具௨外にพฝのあるシーࣝを▼に㈞るなど、手で触ってᴦしめるよう工夫する。 

個人のᨵၿⅬ㹀 ᖹ㠃としての作ရࡔけでなく、▼を重ࡡて作る立体も考えらࢀるようኌかけをする。 

個人のᨵၿⅬ㹁 
ᒣのイメージを次回の導ධ᫬に᝿㉳さࡏ、Ⰽሬりをᴦしみつつ、௙ୖがる႐びが࿡わえ

るよう工夫する。 

個人のᨵၿⅬ㹂 
Ⰽሬりした▼から作りたいものを考えฟࡏるようじっくりと考える᫬間を୚えるように

する。 

個人のᨵၿⅬ㹃 
作ᴗが㏵୰で஘㞧になることがあるため、௙ୖげまで㞟୰してྲྀり組めるようにኌかけ

をする。 

個人のᨵၿⅬ㹄 ࠕ୪࡭るとۑۑみたいࠖࡡࡔと▼の形や୪࡭ることに⯆࿡が持てるようኌかけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（㸵）自然との関わり・生命尊重  ᕝにධって自分でᣠった▼を⣲ᮦとしている。 

（１０）豊かな感性と表現  ▼を୪࡭たり重ࡡたりして表現することを႐ࡪ。 
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視覚障害特別支援学校幼稚㒊 タ定㐟び（㐠動㐟び）指導᱌ 

 

１ 日᫬・ሙᡤ  ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日 １１㸸００㹼１１㸸㸲０ 体育㤋 

 

㸰 活動タ定の理⏤  

るため、ᵝ々な動きにᣮᡓし、技ができた᫬のᴦしさや႐ࢀらࢀ㐠動は、ከくの動きをྲྀりධࢺࢵ࣐  

びを࿡わえる活動である。日常の生活では、⤒㦂しづらいࠕ㏫さになる・㌿がる・手で体を支えて回㌿

するࠖなどの動きをྲྀりධࢀることにより、㤳や⫤関⠇などのྍ動域を広め、体を支える力やᰂ㌾性・

ᕦ⦓性、ㄪᩚ力などの力を㣴えると考え、本活動をタ定した。 

 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 

 ࠙健康ࠚ�㸰�いろいろな㐟びの୰で十分に体を動かす。 

     �㸲�ᵝ々な活動にぶしみ、ᴦしࢇでྲྀり組ࡴ。 

 

㸱 ࡡらい   

共㏻┠標 

・体の動かし方を知り、ᵝ々な姿ໃや動きを身につける。（知識・技能の基礎） 

・体を動かすᴦしさや心ᆅよさを感じる。（学びに向かう力・人間性等） 

・᣺り㏉りで発表する内容を教ᖌと考え、発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㸿（５ṓ児

一⯡学⣭・඲┣） 

・教ᖌに手㊊の動きをኌかけしてもらいながら、一つ一つの動きを理ゎする。（知識・技

能の基礎） 

・ఱがᴦしかったか、ୖ手にできたかを考えて発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹀（５ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

 て安心して㐠動ができる。（学びに向かう力、人間性等）ࢀの㊊⿬感覚に慣ࢺࢵ࣐・

・体の動かし方は教ᖌのぢ本の᫬に特に୎ᑀに触ってイメージする。（知識・技能の基礎） 

個人┠標㹁（５ṓ児

重」学⣭・弱視） 

・ⱞ手な動きにも✚ᴟ的にྲྀり組ࡴ。�学びに向かう力・人間性等� 

・体の動かし方を知り、イメージした㏻りに動かす事ができる。�知識・技能の基礎� 

個人┠標㹂（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・教ᖌの動きをよくぢて、ṇしく体を動かす。（知識・技能の基礎） 

・できたところ、ࡎࡴかしかったところを発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹃（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・ṇしい動きを覚え、あわてࡎに体を動かす。（知識・技能の基礎） 

・㡰␒をᏲり、みࢇなでᴦしく活動する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹄（㸱ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・教ᖌの支援をཷけながら、自らで動かࡏるところは、自分で動かす。（知識・技能の基礎） 

・ᗋとࢺࢵ࣐の㐪いにẼ付き、感触をᴦしࡴ。（学びに向かう力・人間性等） 

 

㸲 展 開 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ等 

５分 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のୖに一ิࢺࢵ࣐඲ဨがۑ

にᗙる。 

 ᙜ␒がはじめのあいさつ

をする。 

に、ㄏ導する㝿はኴ㰘やᢿ手などのࢺࢵ࣐㞟合ሙᡤのۑ

㡢でሙᡤを伝え、ぢ㏻しを持てるようሙᡤ、内などを

伝える。 

・ኴ㰘 

 ࢺࢵ࣐・

 

ࣝ࢜ࢱ・

 もࡦ

 

 

 

 

 

 

 

・㹁㹂 

ーࣞࣉ 

ࣖー 

・㡢※ 

㹁㹂 

 

 

 

 

 

 㐠動をする࣒ࢬࣜۑ

ձジࣕンࣉղࣝ࢜ࢱ回し 

ճᶓ᭤げの㐠動  

մ๓ᚋの㐠動 

յアࢫࣞ࢟⭝ఙࡤし 

ն඲身を回す 

弱視の幼児に向けて教ᖌが、ࡏ㐠動の᭤を知ら࣒ࢬࣜۑ

幼児の๓で一⥴に㋀る。ᶍೌが難しい幼児には、ྛᢸ

ᙜ教ᖌが一⥴に体を動かして動きを覚えらࢀるよう支

援する。 

もは、୕つ⦅みのものを用ࡦࣝ࢜ࢱ㐠動で౑う࣒ࢬࣜۑ

意し、触って握りやすいようにする。また、ࣝ࢜ࢱよ

り重さがቑし、᣺った手ࡈたえを感じやすく支援する。 

 。ンをするࢯ࣐ࣛۑ

 

、教ᖌと手を⧅いで㉮ったり、ኌのㄏ導のみで㉮ったりۑ

 。た支援をするࡏの㐠動能力やぢえ方に合わࢀࡒࢀࡑ

 

・体育㤋の外周はⰍが㯮く、ᮦ質

が㐪っていて、弱視の幼児はⰍの

㐪いや㊊⿬からの感覚を┠༳に

す

CD 

・ẖ回同じ᭤を౑って࠾り、᭦に定

఩⨨に⨨くことで幼児自身の఩⨨

をイメージできるようにする。 

 ージࢸࢫ
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１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

５分 

 。㐟びをするࢺࢵ࣐ۑ

 ࡈりかࡺ・

・㤿歩き 

・アࣝࣄ歩き 

・୸ኴ㌿がり 

・๓まわり 

たりして、ᗋとのࡡ㊴、に触ったり、歩いたりࢺࢵ࣐ۑ

感触の㐪いを伝える。教ᖌがぢ本となった姿ໃを、手

で㎺ࢀるように触り、体の姿ໃや動きがイメージでき

るよう支援する。 

言葉でも動きを୎ᑀにㄝ᫂し、動きが難しい幼児にはۑ

支援を行う。 

※自立活動の内容に関連する事項 

（１）身体の動き 

 ア 姿ໃと㐠動・動作の基本的技能に関すること。 

 イ 姿ໃ保持と㐠動・動作の補助的手ẁの活用に関す

ること。 

ࢺࢵ࣐・
�人数分� 

 

 

 

 

 。活動を᣺り㏉るۑ

手くできたことୖࠕ 次回ࠕࠖ

㡹ᙇりたいことࠖなどを

考えて発表する。 

、がᴦしかったです。ࠖなどۑۑࠕࠖ。ができましたۑۑࠕۑ

表現できるよう支援する。 

幼児が発表した௨外のことで、ୖ手にできたことなどۑ

を⣽くㄝ᫂する。 

 。を∦付けるࢺࢵ࣐ۑ

わりのあいさつ࠾ᙜ␒がۑ

をする。 

 。ࡪを㐠ࢺࢵ࣐周囲の安඲を確認して、一⥴にۑ

 

５ ホ౯ 

（１）本᫬のホ౯ 

඲体のホ౯ 

のୖでいろいろな動きにᣮᡓすることができた。幼児にとってึめての動きにも教ᖌࢺࢵ࣐

からの支援をཷけ、体の動かし方を知ることができた。一人一つのࢺࢵ࣐を౑用する事で幼

児の࣌ーࢫで⦎習を進めることができた。 

個人ホ౯㸿 㤿歩きや୸ኴ㌿がりなどの動きは、教ᖌのኌかけから動きを理ゎしてྲྀり組めた。 

個人ホ౯㹀 ⦎習を⧞り㏉した事で、๓᫬よりも᭦にṇしく動くことができた。 

個人ホ౯㹁 ࢺࢵ࣐に慣ࢀて、ୖࢺࢵ࣐で体を動かすᴦしさを࿡わった。 

個人ホ౯㹂 教ᖌのぢ本をぢて、自分が一生ᠱ命⦎習したところを発表することができた。 

個人ホ౯㹃 ࠕあわてなくていいよࠖというኌかけをした᫬には、自分の動きを意識していた。 

個人ホ౯㹄 
歩きは教ᖌが支援しても難しかったが、㤿歩きは動きを覚え、ኌかけにࣝࣄ歩きやア࢚ࣝ࢝

よって一人で行えるようになった。 

（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ  

඲体のᨵၿⅬ 
幼児によってྲྀり組࡭ࡴきㄢ㢟が㐪うため、ࢀࡒࢀࡑのㄢ㢟にྲྀり組ࡴ᫬間をከくタけ

るようにする。 

個人のᨵၿⅬ㸿 本児が඲┣であることも考慮し、動きを事๓学習して理ゎを深めて࠾くようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹀 やりたがらない動きも⦎習できるようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹁 ࢺࢵ࣐㐠動のྛ動きの࣏インࢺを⤠ってྲྀり組めるようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹂 ⱞ手ࡔったところを㒊分的に⦎習するようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹃 一つ一つの動きを確実に覚えるようにࡺっくりᥦ♧をする。 

個人のᨵၿⅬ㹄 ࢺࢵ࣐の感触に慣ୖࢺࢵ࣐、ࢀで体を動かすᴦしさを࿡わえるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠙୕つ⦅みのࠚࣝ࢜ࢱ ࠙ぢ本の姿ໃをたどる幼児ࠚ ࠙体育㤋の外周ࢺࢵ࣐࠙ ࠚ㐠動の環境タ定ࠚ 

 

※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（１） 健康な心と体 ㅉめࡎにやり㐙げることで、達成感を࿡わい、心と体を十分に動かしている。 

（１０）豊かな感性と表現 体㦂して分かったことや感じた事、考えた事を自分で表現する。 
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視覚障害特別支援学校幼稚㒊 タ定㐟び（㡢ᴦ㐟び）指導᱌ 
 

 
１ 日᫬・ሙᡤ  ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日 １１㸸００㹼１１㸸㸲０   ۑۑ教ᐊ 
 
㸰 活動タ定の理⏤   
  本活動の幼児は、ḷをḷったり、ࣆアࣀをᙎいたりして㡢ᴦに対して関心を持ࡕጞめている。友達と一 
 ⥴にኌを合わࡏてḷったり、ᴦჾを㬆らしたりするᴦしさや、㡢ᴦを㏻して人と関わる⤒㦂ができるよ 
 うにしたいと考えた。本活動は、友達のྡ๓を࿧び、࿧ࢀࡤたら応える㐟びであるため、視覚障害がある 
 幼児に࠾いては、ᴦしࡴことができる活動である。幼児がḷを㏻してࢀࡩあいをᴦしࡴことを期ᚅして本 
 活動をタ定した。 
 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 
 ࠙表現  。ᴦჾを౑ったりなどするᴦしさを࿡わう࣒ࢬ㡢ᴦにぶしみ、ḷをḷったり、⡆༢なࣜ（６）ࠚ
 ࠙言葉  。ぶしみをもって聞いたり、話したりする、ࡕඛ生や友達の言葉や話に⯆࿡や関心をも（１）ࠚ
㸱 ࡡらい 

 
 

  共㏻┠標 

・手㐟びを㏻して࣒ࣜࢬに合わࡏて手を྇く。（知識・技能の基礎） 
・㐟びḷのࣝーࣝが分かって、自分から友達を࿧ࡔࢇり、࿧ࢀࡤたら応えたりする。（思 
 考力・判断力・表現力の基礎） 
・友達と一⥴に㐟びḷをすることでࢀࡩあう心ᆅよさを感じる。（学びに向かう力・人 
 間性等） 

個人┠標㸿（５ṓ児

一⯡学⣭・඲┣） 

・㡢ᴦに合わࡏて大きなኌでḷう。（知識・技能の基礎） 
・㐟びḷのࣝーࣝを理ゎし、ᴦしࢇで活動する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹀（５ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・ṇしい㡢⛬でḷう。（知識・技能の基礎） 
・友達と一⥴に活動するᴦしさを࿡わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹁（５ṓ児

重」学⣭・弱視） 

・㐟びḷのࣝーࣝを知り、友達と一⥴にᴦしࡴ。（知識・技能の基礎） 
・ḷをḷうことで心ᆅよさを࿡わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹂（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・友達や教ᖌとኌを合わࡏてᴦしくḷう。（知識・技能の基礎） 
・࿧ࢀࡤていない友達はㄡなのかを考え、みࢇなでᴦしࡴ。（思考力・判断力・表現力 
 の基礎） 

個人┠標㹃（㸲ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

・ཱྀを大きく開けてḷをḷう。（知識・技能の基礎） 
・友達とのやりとりをᴦしࡴ。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹄（㸱ṓ児

一⯡学⣭・弱視） 

 （知識・技能の基礎）。ࡴて手を྇くことをᴦしࡏに合わ࣒ࢬࣜ・
・㐟びḷを㏻して友達と関わろうとする。（学びに向かう力・人間性等） 

 
㸲 展開 
᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ等 
５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
１０分 
 
 
 
 
 

 。ጞめのあいさつをするۑ
ጞまりのḷࠗۑ 手をつないでこࢇにࡕは を࠘
ḷう。 

    
 

 
 
 
 
 

 。ᴦしい㞺囲Ẽでጞめるۑ
 
 
 
 
 
 
 
 
握手のために⛣動する᫬は⾪✺しないۑ
よう配慮する。 

᳔Ꮚ 
 ࣀアࣆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ࣜࣂンࢱ

ン 

 。௒᭶のḷをḷうۑ
ࠗコンコンࢡシࣕンのうた࠘ 
ࠗ㉥㰯の࢝ࢼࢺイ࠘ 
 

ࢡࢫ࣐ḷにⓏሙする動物はどのようなۑ
をしているのか話をし、イメージでき
るよう支援する。 

ࢫࣜࢡ、に関連した話をしࢫ࣐ࢫࣜࢡۑ
 。をイメージできるよう支援するࢫ࣐

 ン࠘ࣃンࣃンࣃ手㐟びࠗあたまのうえでۑ
をする。 

・㏿度をኚえて࣒ࣜࢬᡴࡕをする。 
 ✺⾪周りに。ࡴンを౑ってᴦしࣜࣂンࢱ・
しない⛬度に広がり、立った状態で行う。 

で྇く体のሙᡤを確認すࡕᡴ࣒ࢬࣜۑ
る。 

 で、ᚎ々࣒ࢬっくりとしたࣜࡺጞめはۑ
 に㏿度をୖげてᴦしめるよう支援す 
 る。 
、㍯を広げる᫬や手㐟びを行う᫬にはۑ
⾪✺しないよう配慮する。 

 幼児ۑ
 教ᖌە

ᙜ␒がḷに合わࡏて友達に一人一人

に握手をして、ࠕこࢇにࡕはࠖとあい

さつをする。ࢀࡑをཷけた友達もࠕこ

 。はࠖとあいさつを㏉すࡕにࢇ
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１５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 

 。う࠘をするࡻ㐟びḷࠗどこでしۑ
 
 
 
 
 
 
 
 
・ᗙっている఩⨨の確認をする。 
・ࠗ どこでしࡻう࠘のḷを聞いてḷを知る。 
・みࢇなでḷってみる。
・ࣝーࣝのㄝ᫂を聞く。
・㐟びḷを行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幼児のྡ๓を࿧び、㏉事をすることにۑ
より友達がどこにᗙっているかが分か
るようにする。 

 。ーࣝをㄝ᫂し、ぢ本を♧すࣝۑ
 教ᖌが㍯の間にධり、一⥴にḷったりۑ
 動き方を支援したりする。 
᫬や応える᫬に友達の方をࡪ友達を࿧ۑ
向いて行えるよう支援する。 

 るように配ࢀࡤ඲ဨが一度はྡ๓を࿧ۑ
 慮する。 
※自立活動の内容に関連する事項 
（㸲）環境の把握 

ア 保有する感覚の活用に関すること 
（６）コミュニケーション 
 ア コミュニケーションの基礎的能力

に関すること。 

 
 
 

 。わりのうた࠘をḷう࠾ࠗۑ
・ᙜ␒があいさつをする。 

次回のண定を伝えて、期ᚅ感が持てるۑ
ように支援をする。 

 
５ ホ౯ 
（１）本᫬のホ౯ 
 ඲体のホ౯ 㐟びḷでは、ྡ๓を࿧ࢀࡤた幼児が友達に✚ᴟ的にࠕこっࡔࡕよࠖとኌをかけ、୰心に立っ

た幼児はኌを㢗りに友達に㏆づき、Ꮀしࡑうに手をつなࡄᵝᏊがぢらࢀた。 
 個人ホ౯㸿 ኌかけによって大きなኌでḷうことができた。㐟びḷでは、㐟びḷのࣝーࣝを理ゎし、ᴦし

 。で活動にཧຍできたࢇ
個人ホ౯㹀 㧗㡢とప㡢のᕪがあるところを意識してḷうことができた。 
個人ホ౯㹁 友達のḷうኌをᴦしࡑうに聞きながらḷっていた。㐟びḷは教ᖌの支援で友達とのࢀࡩあい

をᴦしࡔࢇ。 
 個人ホ౯㹂 友達や教ᖌのኌを聴きながら、きࢀいなኌでḷっていた。ḷモを間㐪えてもあまりẼにࡎࡏ

に大きいኌをฟࡏるようになった。 
 個人ホ౯㹃 ཱྀを開けるようにኌかけをすると、ࡑの᫬には、大きいኌをฟࡏていた。࣒ࣜࢬᡴࡕでは、

立って₇ዌすることをᥦ᱌し、ࣜーࢲーとなってᴦしࢇでいた。 
 個人ホ౯㹄 手㐟びでは྇くሙᡤの意識はまࡔないが࣒ࣜࢬᡴࡕがୖ手にできていた。㐟びḷでは、ḷう

ことは難しいがఱ度か⧞り㏉し行うことで自ら⛣動し友達にࢳࢵࢱすることができた。 
（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ 
඲体のᨵၿⅬ 㐟びḷのࣝーࣝの確認ᚋ、理ゎができている幼児には教ᖌの支援を᥍え、友達のኌを㢗り

にࢀࡩあえるようにする。 
個人のᨵၿⅬ㸿 ኌかけがなくても大きなኌでḷえるようにಁし、ᴦしく友達と関わࢀるようにする。 
個人のᨵၿⅬ㹀 ṇしい㡢⛬でኌを大きくḷえるように日常の୰でもḷうようにする。 
個人のᨵၿⅬ㹁 教ᖌの支援をᚎ々にῶらして、友達と関わる㐟びをᴦしめるようにする。 
個人のᨵၿⅬ㹂 ḷモに自ಙがなさࡑうなところは、教ᖌがᑠさいኌで教えるようにする。 
個人のᨵၿⅬ㹃 ᤵᴗのጞまる๓に㢋をࢧࢵ࣐ージし、ཱྀを大きく開けてḷえるようにᰂらかくして࠾く。 
個人のᨵၿⅬ㹄 ḷうことは難しいため、動き方を支援しながら手ᢿᏊでもᴦしめるようにಁす。 
※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（㸷）言葉による伝え合い  㐟びḷを㏻して友達を࿧び合うᴦしさを࿡わう。 
（１０）豊かな感性と表現  ḷや手㐟びで表現する႐びを࿡わう。 
 
 

・᳔Ꮚを෇形に୪࡭てᗙる。 
・一人の幼児が୰心に立つ。 
 。かỴめるࡪ୰の幼児がㄡを࿧ࢇ┿・
・඲ဨでࢇࡷࡕۑۑ、ࢇࡷࡕۑۑࠕ、どこでしࡻうࠖとḷう。 
・࿧ࢀࡤた幼児は、ࠕここです、ここです、ここにいますࠖ 

とḷい、いるところを知らࡏる。 
・友達にࢳࢵࢱし、ࢳࢵࢱさࢀた幼児は஺௦する。 
・⧞り㏉し行う。                    ۑ幼児 ە教ᖌ 
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㸯 ⫈ぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢ⏕ά࡜学࠿㇏ࢆࡧにࡍる支援                        

 օ ぢて分かる環境づくり 

 聴覚障害のある幼児は、㡢ኌを聞いてࡑのሙの状況を判断することや、行動に⛣すことが難 

しい。ࡑのため、┠でぢてすࡄに分かる環境を作る必要がある。ࡑの㝿には、幼児が自分の 

行動に自ಙを持ࡕ、安心して生活できることが大切である。 

 など、姿ໃをపくࡴのためには、教ᖌは幼児と話す㝿には、幼児と┠⥺が合うようにかがࡑ 

したり、教ᮦがあるሙ合にはどのようなものか୎ᑀにᥦ♧したりして、ぢて安心できる状況を 

作る必要がある。身᣺りや手話を౑って話をする㝿には、表情を豊かにしたり、話が伝わりや 

すいように実㝿の物や෗┿、⤮࢝ーࢻをే用して活用したりするなど、幼児のぢる力を生かし 

て分かりやすく安心できる環境を作る必要がある。 

   聴覚障害特別支援学校では、ᨺ㏦は字ᖥがὶࢀる㟁ගᥖ♧ᯈを౑ったり、ࣕࢳイ࣒はࣛイࢺ 

  をගらࡏたりして、ぢる力を౑って情報が得らࢀる環境をᩚえている。教ᐊは、ࢻアを㛢める 

  ことなく、常に開けた状態にして࠾り、ㄡでもᤵᴗのᵝᏊがすࡄにぢらࢀるようにしている。

また、ᗙᖍの配⨨に࠾いては、༙෇ᆺを作り、友達や教ᖌと視⥺を合わࡏて話ができるよ 

  う配慮している。 

ֆ 体㦂活動の工夫 

   幼稚㒊では、Ꮨ⠇の行事や㈙い物などの実生活に༶したᵝ々な体㦂活動を日ㄢに఩⨨づけて 

  いる。体㦂活動では、ぢる力の௚に、஬感を体඲体で感じらࢀるようなሙ㠃をタ定している。 

  ౛えࡤ、ㄪ理体㦂では、作りたいᩱ理がỴまったら、まࡎは必要なものはఱかを自分で考える。 

 な㣗ᮦが必要かを話し合いながら実㝿に㈙い物ࢇして、友達と協ാで作るᩱ理をỴめてどࡑ  

  へ行き、ㄪ理をጞめる。㣗ᮦを触った感触や、᏶成したᩱ理の㤶りや࿡わう体㦂など、ᵝ々な 

 要⣲をྵࡔࢇ体㦂を行う。 

   体㦂活動は、自ら考え、判断するሙ㠃や、友達と協力し合うሙ㠃、幼児期で大切な஬感で 

  感じるሙ㠃など、ᵝ々なሙ㠃をタ定できる。 

 և 言語概念の形成 

   幼稚㒊に࠾いては、身᣺りや手話を౑ってのコミュニケーションを大切にし、日本語を㐟び 

  や生活の୰で日常的に学࡭るようにしている。౛えࡤ、Ꮨ⠇感のある物や、幼児がዲきな㣗࡭ 

  物を実物と合わࡏて文字表グをして、自然と┠にධりやすいሙᡤに展♧している。また、日々、 

  言葉㐟びや⤮日グにྲྀり組み、日常生活の୰で身㏆に文字や言葉にࢀࡩらࢀるような環境の工 

  夫をしている。 

 ⑷ 豊かな心と言葉の育成 

 教ᖌは、幼児が㐟びを୰心とした生活の୰で、஬感をാかࡏたり、自ら考えたりする力を日々  

✚み重ࡡらࢀるよう常に環境の工夫を行う必要がある。日常生活඲⯡を㏻して、ᵝ々な環境に 

 、るሙ㠃を✚ᴟ的にタけࢀいて幼児同ኈで身᣺りや手話を౑ってコミュニケーションが図ら࠾

幼児同ኈでの話し合いを大切にし、自分のẼ持ࡕを伝え、相手のẼ持ࡕをཷけධࢀる⤒㦂を深 

めらࢀるよう支援する必要がある。 

いつࠕ  どこでࠕࠖ がࢀࡔࠕࠖ なにをࠕࠖ  どうしたࠖなど、伝え方の手㡰を୎ᑀにㄝ᫂するこࠕࠖ

とや、話す᫬にはできるࡔけ実物をᥦ♧し、言葉と物を結び付けることなど、言葉や文字の理 

ゎを深めらࢀるようにしている。 

  自分のẼ持ࡕを相手に伝えることが難しい᫬には、教ᖌが間にධり、ࡑのሙの状況に応じた 

 伝え方や適切な言葉㐵いを支援し、幼児同ኈが関わりを深めらࢀるようにしている。 

 また、友達と話すなどの┤᥋的な関わりの௚に、日常的に行っている⤮本のㄞみ聞かࡏな 

ど、間᥋的にコミュニケーションを学ࡪሙ㠃をタ定している。人には႐ᛣယᴦがあり、話す㝿 

にはࡑのようなẼ持ࡕをຍ࿡して話す必要があるなど、ᵝ々なゅ度から言葉に触ࢀるᶵ会を作 

っている。 

 

第㸴節 ⫈ぬ㞀ᐖ特別支援学校で኱ษにࡋたい支援 
 



－ 26 －  

㸰 ⫈ぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢ࡬支援ࡸ㓄៖ࡢᕤኵ౛           

 օ 安඲ 

 ձ  ղ  ճ  մ  
  ձղᗯୗの᭤がりゅや㝵ẁの㋀りሙにはミࣛーをタ⨨し、事ᨾࡑのものを㜵Ṇすると共に日㡭から 
  ༴㝤を回㑊する意識がもてるようにしている。 
  ճմ園ᗞは、幼児同ኈが㐟ࢇでいる᭱୰にࡪつかることの㜵Ṇや、⥭ᛴ᫬の㑊難がしやすいこと、  
  幼児඲ဨの行動を教ᖌが把握しやすいことを┠的として視⏺を㐽るような障害物は⨨かないように 
  している。 
 ֆ ぢて分かる環境（配⨨などの工夫） 

 ձ    ղ    ճ   

 մ    յ    ն  
  ձղճմ話したり㐟ࡔࢇりするときは、常に対㠃で教ᖌや友達の手話やཱྀ形がぢえるように、᳔Ꮚ 
  やᮘの配⨨を工夫する。յն㏫ගにならないよう、ሙ合に応じて࢝ーࢸンをᘬく、立ࡕ఩⨨を配慮 
  するなど、஫いにぢて伝え合えるような工夫をしている。 
 և ぢて分かる環境（道具やࣝーࣝなどの工夫） 

 ձ  ղ     ճ  
  ձղ౛えࠕࡤ㨣ࡈっこ でࠖは㨣が᭰わったことがኌࡔけでなくぢても分かるように࠾㠃を౑ったり、  
 では言い終わりが分かるように作った人形を౑ったりして、ㄡもがぢて分ࠖࡔࢇが㌿ࢇるまさࡔࠕ  
  かるように工夫している。ճḷい終わりや活動の切り᭰わり、㞟まりを知らࡏたい᫬など、㟁Ẽを 
  ᾘして合図にする工夫もしている。 
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 ⑷ 㡢を知る・聞きやすくする 

 ձ   ղ   ճ   մ  

 յ   ն   շ  
  ձղࣕࢳイ࣒が㬆る᫬はࣛンࣉがⅬいたり、ᨺ㏦は㟁ගᥖ♧ᯈでもὶࢀたりとぢて分かるタഛをᩚ 
  えている。ճմյնᴦჾやᶵᲔなどには、㡢に௦わってぢて分かるようࢸーࣉをྲྀり付けたり、᪝ 
  を౑ったりするなどの工夫をしている。շ聞きやすい環境作りのために、᳔Ꮚやࢸーࣝࣈのୗに 
 。り㡢などの㞧㡢をῶらすこともしているࡎボーࣝをつけてᘬきࢫニࢸ  
 ։ 補⿦具など 

     
 も㝶᫬ࢡࢵ࢙ࢳて補聴ჾや人工内耳を⿦用する。㟁ụや聞こえのࡏの幼児の聞こえに合わࢀࡒࢀࡑ  
  行う。また、㹄㹋補聴シ࣒ࢸࢫという補聴ჾや人工内耳と一⥴に฼用することで聞こえにくい環境 
  をより聞こえやすい環境にする⿦⨨を౑う幼児もいる。 
 ֊ 教ᮦ・教具（生活の୰で） 

 ձ  ղ  ճ  մ  

 յ  ն  շ  ո       

        չ  պ  
  ձղճմյᗯୗや教ᐊのቨには、行事やᏘ⠇の୰で学ࡪ言葉などを指文字、日本語、⤮でᥖ♧する。 
 形ᘧにして、ᴦしく⯆࿡がもてるようよう工夫をしている。նշո生活の୰でよく౑う手㐟ࢬイࢡ  
  びのḷモ࢝ーࢻを作ったり、あいさつを文字でᥖ♧したりして、聞こえにくくても視覚的情報をከ 
  くすることで生活言語やࢼ࣐ーなどを覚えらࢀるよう配慮している。չ㐣ཤ、ᮍ᮶などᢳ象的なこ 
  ともできるࡔけ視覚的に学࡭るようᥖ♧物の工夫もしている。պ࠾ㄌ生会などの行事で幼児がྖ会 
  をする᫬には、言葉ࡔけでなく⤮や手話も意識できるようなᥖ♧にしている。 
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 ֋ 教ᮦ・教具（個別指導の୰で） 

         ձ  ղ   

ճ  մ  յ  
 幼児ࢀࡒࢀࡑのㄢ㢟に合わࡏた教ᮦ・教具を౑っている。㡢の聞き分け、発ኌ・発㡢、手話、日本語、 
 ⤮での表現などあらࡺる方法でコミュニケーション力をఙࡤすための学習を行っている。ձ㡢の聞き 
 分けには㹁㹂や⤮࢝ーࢻなどを౑う。ղճմᖺ㱋や発達のㄢ㢟によって、⤮日グを保ㆤ者と一⥴にᥥ 
 くこともある。状況のኚ໬を୎ᑀに言葉に⨨き᥮えたり、助モや形容モなどを指導したり、幼児がึ 
 期に日本語を覚えるきっかけを作ったりしている。保ㆤ者と幼児とのコミュニケーションをࡡらいに 
 している。յ㐲㊊のし࠾りは、᫬間のὶࢀやࠕいつ、どこ、ࠖࢀࡔなどを視覚的に学࡭るよう配慮し 
 ながら幼児と一⥴に作っている。 
 ֌ 㟁ගᥖ♧ᯈ 

 

 

 

 

 

 

 ୺に⥭ᛴを要する校内ᨺ㏦などを文字情報でも得らࢀるようにしている。 
 

㸱 ⫈ぬ㞀ᐖ特別支援学校幼稚部ࡢ᪥ㄢ⾲౛                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

᫬間 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠 

���� Ⓩ校・身支度 

���� 㐟び 

（園ᗞ・ᐊ内㐟びなど） 

��㸸�� 学ᖺ・学⣭活動 

（〇作・࣒ࣜࢬ㐟びなど） 

����� ⤥㣗‽ഛ・⤥㣗 

・ṑ☻き・∦付け 

����� ୗ校‽ഛ 

����� 帰りの会・ୗ校 

����� 個別活動  個別活動 

࠙日ㄢ表ୖに࠾ける活動についてࠚ 
ձ㐟び 
・ᵝ々な体㦂ができるよう㐟びを１日の生活の୰にྲྀりධࢀ 

 る。  

・␗ᖺ㱋㞟ᅋでの㐟びを大切にする。  

・幼児が୺体的な㐟びを展開できるよう環境を工夫する。 

㸺୺な㐟びの౛㸼 

Ἶ・◁㐟び、㐠動㐟び、ࣝーࣝのある㐟び 

ղ学ᖺ活動  

・同ᖺ㱋㞟ᅋでの関わりが深めらࢀるよう活動を工夫する。 

㸺୺な活動౛㸼 

〇作や๻㐟び、ࣝーࣝのある㐟び、体づくり 

ճ行事  

・Ꮨ⠇などの行事を㏻して、ᵝ々な体㦂をする。  

㸺୺な行事の౛㸼୐ኤ、Ḽ㏄会、㐲㊊、保育園などとの஺ὶ 

մ個別活動 

・必要に応じて幼児のㄢ㢟や学びを考慮した活動を実᪋する。 

㸺୺な個別活動の౛㸼 

文字や数、㔝⳯や᪻⹸、஌り物などの概念、⤮本・〇作 
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４ ⫈ぬ㞀ᐖ࠶ࡢる幼ඣࡢಖㆤ⪅支援ࡢᐇ㝿                              

 օ 保ㆤ者のẼ持ࡕをཷけṆめ、一⥴にᏊ౪に向き合えるようᐤりῧう。保ㆤ者は㏞ったりᝎࢇ 

 のような保ㆤ者のẼ持ࡑ。や思いをᢪえながらᏊ育てをしているࡕりするなど、ᵝ々なẼ持ࡔ  

 や思いをしっかりとཷけṆめ、ᐙᗞでのᵝᏊ、保ㆤ者の୙安や㢪いなどを୎ᑀに聞き、Ꮚ౪のࡕ  

  こࢀからの成㛗について保ㆤ者と共に๓向きに考えていけるよう支援する。 

 ֆ 学校生活でのᵝᏊやࡡらいについて、保ㆤ者に理ゎしてもらうよう୎ᑀに話をする。共㏻の 

  コミュニケーション手ẁとなる手話に関しては、手話学習会を行うなどして保ㆤ者への周知、 

  理ゎにດめる。 

 և ་⒪ᶵ関や幼稚園、保育園、㏻園᪋タ等、関係ㅖᶵ関と連ᦠしながら、保ㆤ者と共に、Ꮚ౪ 

  の実態把握、ㄢ㢟、配慮など、共㏻理ゎにດめる。 

 ⑷ 保ㆤ者学習会の୺な౛  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

㸳 ᪩ᮇᩍ育┦ㄯ                                        

 օ ங幼児教育相談の対象は、聴覚障害のあるங幼児とࡑの保ㆤ者（ᐙ᪘）である。 

   聴覚障害のあるとデ断さࢀ、་⒪ᶵ関などから⤂௓さࢀたங幼児に対し、㏿やかに相談・支 
   援を開ጞする。㏆ᖺは᪂生児聴覚ࣜࢡࢫーニンࢢがᬑ及し、０ṓから開ጞすることがከい。 
   また、᪂生児ࣜࢡࢫーニンࢢをཷけ、確定デ断๓の୙安な保ㆤ者に対しても要ᮃがあࡤࢀ、 
  適切なデ断ᶵ関を⤂௓するなど相談を行うሙ合もある。 
 ֆ ங幼児教育相談のὶࢀ 

   ᐙ᪘    ⑓㝔・関係ㅖᶵ関 

                    
         

  
       
 
                         
 
 
 
 
             

                                 

           
 

 

 

期日 内容 
５᭶㸰㸲日（Ỉ） 手話ຮᙉ会（Ꮚ౪や教ᖌの手話ࢿー࣒について） 
６᭶ 㸰日（㔠） 手話ຮᙉ会（ኳẼ、࣌ࢺ࣐ࣀ࢜の表現） 
㸵᭶１㸱日（ᮌ） 聞こえについて（聴覚支援㒊の教ᖌ友達による難聴体㦂等） 
㸷᭶㸰０日（Ỉ） 手話ຮᙉ会（⣬Ⱚᒃをしよう） 
㸷᭶㸰６日（ⅆ） ඗ᘵ支援について（ろう教ᖌの体㦂談より） 

１１᭶㸰０日（᭶） ᑠ学㒊生活について（ᑠ学㒊୺事の話） 
１１᭶㸰㸶日（ⅆ） 社会人⤒㦂・Ꮚ育て⤒㦂について（ろう教ᖌの体㦂談より） 
１㸰᭶㸰０日（Ỉ） 手話ຮᙉ会（ᖺᮎᖺጞ、ᖸ支の表現） 
１᭶㸱０日（ⅆ） 手話ຮᙉ会（アࣝࢺࢵ࣋࢓ࣇ、⠇分、イン࢚ࣝࣇンࢨの表現） 
㸰᭶㸰㸰日（ᮌ） 自分のᏊ育ての方法、工夫について（本校保ㆤ者の体㦂談より） 
㸱᭶㸶日（ᮌ） 手話ຮᙉ会（やりとりしよう） 

 関係ㅖᶵ関ۑ

 ・⑓㝔（耳㰯⛉・発達外᮶、37・27 等） 

 ・保健ᡤ  保健ࢭンࢱー ᕷᙺᡤ 

・㏻園᪋タ デイࢧーࢫࣅ 保育園 

   定期的な相談ۑ

 ・個別の相談  ・ゼၥ相談 

 ・㞟ᅋ活動�� ṓ児 �ṓ児 �ṓ児� 

 ・保ㆤ者学習会 

 幼稚園・保育園へධ学ۑ 幼稚㒊へධ学ۑ

 または㏻園᪋タに㏻いながらろう学園の教育相談をཷける。 

 ᮶校相談ۑ

相談ཷ付（㟁話・メーࣝ）ۑ  ௚ᶵ関へ⤂௓ۑ

ಟ஢ 
連ᦠ 
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 և ங幼児教育相談で大切にしていること 

   ձ保ㆤ者支援のあり方を᳨ウし、඘実を図る。 

   ղ視覚的な手ẁを大切にしたコミュニケーションにດめる。 

   ճங幼児一人一人の特性に応じた保育・相談活動にດめる。 

   մᛌ適な聞こえについて相談する。 

   յ௚ᶵ関との連ᦠを図る。 

 ⑷ ங幼児教育相談の内容 

   ձ保ㆤ者に対する内容 
    ア 聴覚に関すること（聞こえにくさの理ゎ、補聴ჾ・人工内耳） 
    イ ங幼児の඲㠃的な発達をಁす内容 
    ウ コミュニケーションや手話に関すること 
 視覚的手ẁに関すること（෗┿・実物・⤮の活用など） ࢚    
 に関すること♴⚟ ࢜    
 ᐙᗞ生活、育児に関すること ࢝    
   ղங幼児に対する内容 
    ア 生活・㐟びなど、඲㠃的な発達をಁす内容 
    イ コミュニケーション（ᴦしく分かり合える手ẁ・工夫・言語の基礎） 
    ウ 聴力 定・補聴ჾのㄪᩚなど、聴覚の活用に関すること 
 ։ ㅖᶵ関との連ᦠ 
   ⑓㝔では、難聴とデ断すると⒪育ᶵ関を⤂௓する。┴内には聴覚障害特別支援学校の௚に、 
  難聴児㏻園᪋タが１⟠ᡤ、聴能カ⦎ᶵ関が㸰⟠ᡤある。⑓㝔でもᑡ数の対応ではあるが、補聴 
  ჾ外᮶や言語カ⦎ᐊをタけ、⒪育を行っている。学校は、保ㆤ者がᶵ関を㑅ᢥ、ኚ᭦、⛣行す 
  る᫬につなࡂᙺとして、ங幼児や保ㆤ者にとって㛗期的な展ᮃに立った᭱適な環境をᥦ౪でき 
  るようດめている。 
 ー的ᶵ能に関する事ᴗࢱンࢭ ֊ 

   ձ難聴児早期発ぢ連⤡会㆟ 

     ㏻学区域内の保健ᡤや、保健ࢭンࢱーの保健ᖌを対象とした理ゎၨ発に向けた幼稚㒊教 

    育の概要ㄝ᫂をྵめた保育ぢ学会、ங幼児教育相談の内容報࿌、聞こえにくさの体㦂、聴 

    力᳨ᰝᐊを୰心とした᪋タの᱌内、耳㰯⛉་ᖌによるㅮ₇を行っている。 

   ղ難聴ங幼児ㅖᶵ関ᢸᙜ者会  

     ┴内にある難聴ங幼児の་⒪や、⒪育、教育などの１１のᶵ関がᖺ㸱回会合し、難聴ங 

    幼児に関係する事౛の報࿌や情報஺᥮を行っている。 

   ճබ開ㅮᗙ（支援㒊୺ദ）          

     保育園、㏻園᪋タなどを対象に難聴ங幼児に対する支援方法などの理ゎၨ発や手話に 
    係るㅮᗙを開いている。 
   մゼၥ相談  
     現ᅾ、相談୰の࠾Ꮚさࢇが㏻っている⒪育ᶵ関及び保育園をゼၥし、難聴理ゎのた

めの支援を行っている。 
 保ㆤ者に㝈らࡎ、保育関係者、⑓㝔、᪋タ関係者からの相談もཷけ付けて࠾ります。聞こえ方やᏊ育てに

関する相談は、ୗグまで࠾Ẽ㍍にࡈ相談くࡔさい。 

           特別支援学校大宮ろう学園幼稚㒊 教育相談 

           㟁話 ０㸲㸶（６６㸱）㸵５㸰５   )D[ ０㸲㸶（６６０）１㸷０６ 

          0DLO VLHQ#RKPL\D�VG�VSHF�HG�MS 85/ KWWS���ZZZ�RKPL\D�VG�VSHF�HG�MS 
 

         特別支援学校坂戸ろう学園幼稚㒊 教育相談 

           㟁話 ０㸲㸷（㸰㸶１）０１㸵㸲   )D[ ０㸲㸷（㸰㸶㸱）㸷㸶㸷㸷 

          0DLO VRGDQ#VDNDGR�VG�VSHF�HG�MS 85/ KWWS���ZZZ�VDNDGR�VG�VSHF�HG�MS� 
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㸴 ⫈ぬ㞀ᐖ特別支援学校幼稚部における学ࡧにᛂࡌたᐇ㊶஦౛                    

  օ 聴覚障害特別支援学校のᖺ間指導計画౛  

 

㸲
᭶

５
᭶

６
᭶

㸵
᭶

㸷
᭶

１
０

᭶
１

１
᭶

１
㸰

᭶
１

᭶
㸰

᭶
㸱

᭶

・
ጞ

ᴗ
ᘧ

・
ධ

学
ᘧ

・
Ḽ

㏄
会

・
ㄌ

生
会

ࠉ
（
�᭶

、
�᭶

）

・
㐲

㊊
・

こ
ど

も
の

日
㐌

間
・

㐠
動

会

・
ㄌ
生
会
（
�᭶

、
�᭶

）
・
ࡊ
り
が
に
つ
り

・
஺
ὶ
会

（
ᆅ
域
の
保
育
園
、
な
な
ࡩ

 く
ⱌ
）

・
஺

ὶ
会

（
ᆅ

域
の

保
育

園
）

・
୐

ኤ
㐌

間
・

終
ᴗ

ᘧ
・

࠾
Ἡ

ま
り

会

・
ጞ

ᴗ
ᘧ

・
ㄌ

生
会

（
�᭶

、
�᭶

）

・
㔝

外
活

動
・

஺
ὶ

会
（

ᆅ
域

の
保

育
園

）

・
ミ

ニ
㐠

動
会

・
や

き
い

も

・
あ

ࡺ
み

⚍
・

㐲
㊊

・
ㄌ

生
会

（
�
�
᭶

、
�
�
᭶

）

・
஺

ὶ
会

（
ᆅ

域
の

保
育

園
）

・
࠾

た
の

し
み

会
・

終
ᴗ

ᘧ

・
ጞ

ᴗ
ᘧ

・
も

ࡕ
つ

き
会

・
ㄌ

生
会

（
�
�
᭶

、
�
᭶

）

・
ま

め
ま

き
㐌

間
・

ㄌ
生

会
（

�
᭶

・
�
᭶

）

・
ࡦ

な
ま

つ
り

ࠉ
㐌

間
・

࠾
別

ࢀ
会

・
ಟ

஢
ᘧ

・
発

育
 

定
・

ᒀ
᳨

ᰝ

・
体

重
 

定
・

㑊
難

カ
⦎

・
内

⛉
᳨

デ
・

║
⛉

᳨
デ

・
心

⮚
᳨

デ
・

学
校

බ
開

・
ṑ

⛉
健

デ
・

耳
㰯

⛉
᳨

デ

・
体

重
 

定
・

発
育

 
定

・
体

重
 

定
・

ᑵ
学

ධ
学

に
関

す
る

ࠉ
情

報
ᥦ

౪
及

び
相

談

・
㟷

空
࠾

࡭
ࢇ

と
う

ࠉ
⤥

㣗
・

学
校

බ
開

・
㑊

難
カ

⦎

・
体

重
 

定
・

シ
࢙

ࣇ
⤥

㣗
・

発
育

 
定

・
ᤵ

ᴗ
ཧ

ほ
・

体
重

 
定

・
ධ

学
相

談
・

体
重

 
定

・
こ

い
の

ࡰ
り

・
࠾

別
ࢀ

会
の

ࣉ
ࣞ

ࠉ
ࢮ

ン
ࢺ

・
ࡠ

た
く

り

・
ẕ
の
日
の
ࣉ
ࣞ
ࢮ
ン
ࢺ

・
㐲

㊊
・

㐠
動

会
の

⤮

・
自

分
の

㢦
・

ࡊ
り

が
に

の
ほ

察
画

・
∗

の
日

ࣉ
ࣞ

ࢮ
ン

ࢺ
・

୐
ኤ

か
ࡊ

り

・
♽

∗
ẕ

へ
の

手
⣬

の
ࠉ

㒑
㏦

・
ࣜ

ࢧ
イ

ࢡ
ࣝ

ရ
で

作
ࠉ

る
（
自
⏤
作
ࠉ
࠾
ᗑ
ᒇ

ࠉ
さ
ࢇ
）

・
ミ

ニ
㐠

動
会

┳
ᯈ

（
ࢲ

イ
ࢼ

ミ
ࢵ

ࢡ
）

・
指

ඛ
で

の
物

作
り

（
⣒

㏻
し

・
⦅

み
物

）
・

ࣜ
ࢧ

イ
ࢡ

ࣝ
ရ

で
ࠉ

作
る

（
自
⏤
作
ࠉ
࠾

ࠉ
ᗑ
ᒇ
さ
ࢇ
）

・
ᮌ
の
実
や
葉
で
作
る

・
⢓
ᅵ

・
ࣜ
ࢧ
イ
ࢡ
ࣝ
ရ
で
作
る

（
自
⏤
作
ࠉ
࠾
ᗑ
ᒇ

ࠉ
さ
ࢇ
）

・
ࣜ
ー
ࢫ
作
り

・
ᢡ
り
⣬

・
ࣜ
ࢧ
イ
ࢡ
ࣝ
ရ
で

ࠉ
作
る
（
自
⏤
作

ࠉ
࠾
ᗑ
ᒇ
さ
ࢇ
）

・
も

ࡕ
つ

き
会

の
┳

ᯈ
・

た
こ

あ
げ

・
࢝

ࣝ
ࢱ

作
り

・
᭩

き
ึ

め

・
㨣
の
࠾
㠃
、
㇋
ධ
ࢀ
⟽

・
࠾

ࡦ
な

さ
ま

・
㸱

ᖺ
生

へ
の

ࣉ
ࣞ

ࢮ
ࠉ

ン
ࢺ

作
り

〇 作⤮ 本 自 立 活 動

ḷ ・ ࣜ

ࢬ ྛ࣒ 学 期 の ┠ 標 行 事 㐟 び こ と 健ࡤ 康 ⏿

・
自

然
に

関
す

る
⤮

本
（

㞷
ࠉ

こ
࠾

り
ࠉ

㔝
⳯

ࠉ
ᯝ

物
ࠉ

㫽
ࠉ

෤
ࠉ

᫓
）

・
行

事
に

関
す

る
⤮

本
（

も
ࡕ

つ
き

ࠉ
㇋

ま
き

ࠉ
ࡦ

な
ま

つ
り

ࠉ
成

㛗
）

・
も

の
が

た
り

ᖹ
成

ۑ
ۑ

ᖺ
度

ࠉ
幼

稚
㒊

ᖺ
間

指
導

計
画

ࠉ
ࠉ

࠙
学

⣭
ྡ

㸸
一

⯡
学

⣭
（

ᖺ
୰

）
ࠚ

１
学

期
㸰

学
期

㸱
学

期

・
友
達
と
思
い
を
伝
え
合
い
、
友
達
の
思
い
に
Ẽ
づ
い
た
り
、
共
感
し
な
が
ら
㐟

ࠉ
ࡪ
ᴦ
し
さ
を
࿡
わ
う
。

・
生
活
や
㐟
び
の
Ỵ
ま
り
を
知
り
、
㸱
ᖺ
生
に
な
る
期
ᚅ
や
႐
び
を
も
つ
。

・
ど

ろ
ࢇ

こ
㐟

び
・

㞟
ᅋ

㐟
び

（
ࢻ

ࢵ
ジ

ボ
ー

ࣝ
ࠉ

ࢧ
ࢵ

࢝
ー

ࠉ
か

け
っ

こ
ࠉ

ࢧ
ー

࢟
ࢵ

ࢺ
）

・
Ỉ

㐟
び

・
ࣉ

ー
ࣝ

・
Ἳ

あ
ࡑ

び
・

ᅛ
定

㐟
具

㐟
び

・
イ

メ
ー

ジ
㐟

び
（

Ꮨ
⠇

の
行

事
、

㐲
㊊

に
ࡴ

け
て

等
）

・
◁

・
ど

ろ
ࢇ

こ
㐟

び
・

Ἳ
㐟

び
・

㞟
ᅋ

㐟
び

（
大

⦖
㊴

び
・

ࢻ
ࢵ

ジ
ボ

ー
ࣝ

・
ࢧ

ࢵ
࢝

ー
）

・
ᅛ

定
㐟

具
㐟

び
・

イ
メ

ー
ジ

㐟
び

（
Ꮨ

⠇
の

行
事

、
㐲

㊊
、

あ
ࡺ

み
⚍

に
向

け
て

等
）

・
ṇ

᭶
㐟

び
ࠉ

ᅛ
定

㐟
具

ࠉ
ま

ま
ࡈ

と
ࠉ

ࡈ
っ

こ
㐟

び
・

㞟
ᅋ

㐟
び

（
㨣

ࡈ
っ

こ
ࠉ

๻
㐟

び
）

・
㐠

動
（

大
⦖

ࠉ
▷

⦖
ࠉ

ボ
ー

ࣝ
ࠉ

㕲
Წ

ࠉ
࣐

ࣛ
ࢯ

ン
）

・
イ

メ
ー

ジ
㐟

び
（

Ꮨ
⠇

の
行

事
、

㐲
㊊

、
あ

ࡺ
み

⚍
に

向
け

て
等

）

・
生
活
の
ὶ
ࢀ
が
わ
か
り
、
自
分
か
ら
進
ࢇ
で
行
動

ࠉ
し
よ
う
と
す
る
。

・
友
達
や
ᖺ
ୖ
の
の
友
ࡔ
ࡕ
に
関
心
を
持
ࡕ
な
が

ࠉ
ら
、
一
⥴
に
㐟
ࡪ
ᴦ
し
さ
を
࿡
わ
う
。

・
⏿
の
᳜
物
に
関
心
を
も
ࡕ
ୡ
話
を
す
る
。

・
᪂
し
い
生
活
の
௙
方
が
分
か
り
、
で
き
る
こ
と
は

ࠉ
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
。

・
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
ぢ
つ
け
て
㐟
ࡪ
ᴦ
し
さ

ࠉ
を
感
じ
る
。

・
Ꮨ
⠇
の
᳜
物
や
生
き
に
触
ࢀ
、
関
心
や
ឡ
情
を

ࠉ
も
つ
。

・
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
か
ら
進
ࢇ
で
行
࠾
う
と

ࠉ
す
る
。

・
友
達
と
関
わ
り
を
も
つ
୰
で
、
一
⥴
に
㐟
ࡪ
ᴦ
し

ࠉ
さ
や
相
手
の
Ẽ
持
ࡕ
を
ཷ
け
ධ
ࢀ
よ
う
と
す
る
。

・
Ꮨ
⠇
の
᳜
物
に
触
ࢀ
て
㐟
ࢇ
ࡔ
り
、
཰
✭
を
ᴦ
し

ࠉ
ࡴ
。

・
Ẽ
 
の
ኚ
໬
に
応
じ
た
生
活
の
௙
方
を
身
に
付
け

ࠉ
る
。

・
友
達
や
௚
学
ᖺ
の
友
ࡔ
ࡕ
と
の
関
わ
り
を
深

ࠉ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
㐟
び
や
活
動
を
十
分
に
ᴦ
し

ࠉ
ࡴ
。

・
自
然
や
行
事
に
関
心
を
も
ࡕ
、
工
夫
し
な
が
ら

ࠉ
㐟
び
に
ྲྀ
り
ධ
ࢀ
よ
う
と
す
る
。

・
ࡈ
っ
こ
㐟
び
な
ど
を
㏻
し
て
、
周
囲
の
人
の
表
現
を
ぢ
る
୰
で
、
ᵝ
々
な
表
現
方
法
に
⯆
࿡
を
持
つ
。

・
自
分
の
思
い
や
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
、
友
ࡔ
ࡕ
の
考
え
を
ཷ
け
ධ
ࢀ
る
。

・
自
分
が
⤒
㦂
し
た
こ
と
や
⯆
࿡
の
あ
る
こ
と
を
手
話
等
で
伝
え
、
教
ᖌ
や
友
達
と
の
や
り
と
り
を
ᴦ

ࠉ
し
ࡴ
。

・
ࡦ
ら
が
な
や
指
文
字
に
⯆
࿡
を
持
つ
。

・
⤮
本
や
図
㚷
な
ど
を
自
分
で
ぢ
た
り
、
ㄪ
࡭
た
り
し
て
ᴦ
し
ࡴ
。

・
相

手
の

ㄝ
᫂

を
よ

く
ぢ

て
、

理
ゎ

し
よ

う
と

す
る

。
・

自
分

や
友

達
の

ྡ
๓

の
ࡦ

ら
が

な
が

わ
か

る
。

・
も

の
の

ྡ
๓

に
⯆

࿡
を

も
つ

。

・
自

然
に

関
す

る
⤮

本
（

㔝
⳯

ࠉ
⹸

ࠉ
㨶

ࠉ
᫓

ࠉ
ኟ

ࠉ
㞵

）
・

行
事

に
関

す
る

⤮
本

（
㐠

動
会

ࠉ
ᒣ

Ⓩ
り

ࠉ
は

み
が

き
・

か
ら

ࡔ
）

・
も

の
が

た
り

・
自

然
に

関
す

る
⤮

本
（

㔝
⳯

ࠉ
ᮌ

の
実

ࠉ
⹸

ࠉ
⛅

ࠉ
෤

）
・

行
事

に
関

す
る

⤮
本

（
㐠

動
会

ࠉ
ࢧ

ン
ࢱ

ࢡ
ࣟ

ー
ࢫ

ࠉ
࠾

᭶
ぢ

）
・

も
の

が
た

り

・
ࣉ

ࣜ
ン

ᒣ
බ

園
ࠉ

・
⁁

➃
බ

園
・

㈙
い

物
体

㦂
・

✄
Ⲵ

ஂ
保

බ
園

ࠉ
・

ⰱ
ᒣ

බ
園

・
㈙

い
物

体
㦂

ࠉ
・

Ꮨ
⠇

㔝
⳯

の
᱂

ᇵ
（

ࢧ
ࢶ

࣐
イ

ࣔ
、

に
ࢇ

じ
ࢇ

等
）

・
Ỉ

や
り

、
཰

✭
・

Ꮨ
⠇

㔝
⳯

の
᱂

ᇵ
（

ࡑ
ら

ま
め

、
た

ま
ࡡ

ࡂ
、

き
ࡹ

う
り

、
ࢺ

࣐
ࢺ

等
）

・
Ỉ

や
り

、
཰

✭
、

ㄪ
理

・
手

話
、

身
᣺

り
、

ཱྀ
話

を
ᴦ

し
ࡴ

。
ま

た
、

指
文

字
で

伝
え

ら
ࢀ

る
こ

と
を

知
る

。
・

自
分

の
ዲ

き
な

㐟
び

や
活

動
を

ᴦ
し

ࡴ
ࡔ

け
で

な
く

、
ⱞ

手
な

こ
と

も
ᣮ

ᡓ
し

よ
う

と
す

る
。

・
生

活
の

୰
の

文
字

や
数

字
、

物
の

ྡ
๓

に
Ẽ

づ
き

、
ࡦ

ら
が

な
や

数
字

に
も

⯆
࿡

を
持

つ
。

・
自

分
や

身
㏆

な
人

と
の

具
体

的
な

⤒
㦂

に
つ

い
て

の
話

の
理

ゎ
が

で
き

、
自

分
か

ら
も

ᵝ
々

な
ࠉ

表
現

（
手

話
、

身
᣺

り
等

）
で

伝
え

る
。

・
㞟

ᅋ
活

動
へ

の
ཧ

ຍ
の

௙
方

と
ࣝ

ー
ࣝ

を
理

ゎ
す

る
。

・
言
葉
に
⯆
࿡
を
持
ࡕ
、
指
文
字
で
ㄞ
も
う
と
す
る
。

・
ࠕ
い
つ
ࠖ
ࠕ
ど
こ
ࠖ
ࠕ
ࡔ
ࢀ
ࠖ
ࠕ
な
に
ࠖ
な
ど
の
質
ၥ
に
応
え
ら
ࢀ
る
。

・
ᵝ
々
な
㐟
び
（
イ
ࢫ
ྲྀ
り
ࢤ
ー
࣒
、
㨣
ࡈ
っ
こ
、
ࣇ
ࣝ
ー
ࢶ
ࣂ
ࢫ
ケ
ࢵ
ࢺ
等
）
を

ࠉ
ࣝ
ー
ࣝ
を
Ᏺ
り
な
が
ら
、
友
達
と
ᴦ
し
く
活
動
す
る
。

・
手

話
ḷ

（
Ꮨ

⠇
の

ḷ
、

帰
り

の
会

）
・

ࣜ
ࢺ

ミ
ࢵ

ࢡ
・

表
現

（
๻

ࡈ
っ

こ
・

ࢲ
ン

ࢫ
）

・
手

話
ࣜ

ࢬ
࣒

・
ࣜ

ࢺ
ミ

ࢵ
ࢡ

・
表

現
（

๻
ࡈ

っ
こ

・
ࢲ

ン
ࢫ

）

・
手

話
ḷ

（
Ꮨ

⠇
の

ḷ
、

帰
り

の
会

）
・

ࣜ
ࢬ

࣒
・

ࢲ
ン

ࢫ

個 別 学
習

・
こ

と
ࡤ

ࠉ
か

ࡎ
ࠉ

ࠉ
・

㐠
動

（
身

体
の

౑
い

方
、

体
ᖿ

㐠
動

㐟
び

等
）

・
⤮

日
グ

ࠉ
・

概
念

形
成

ࠉ
・

か
た

ࡕ
ࠉ

・
ᥥ

画
ࠉ

・
感

覚
㐟

び
・

こ
と

ࡤ
ࠉ

か
ࡎ

ࠉ
ࠉ

・
㐠

動
（

身
体

の
౑

い
方

、
体

ᖿ
㐠

動
㐟

び
等

）
・

⤮
日

グ
ࠉ

・
概

念
形

成
ࠉ

・
か

た
ࡕ

ࠉ
・

ᥥ
画

ࠉ
・

感
覚

㐟
び

・
こ

と
ࡤ

ࠉ
か

ࡎ
ࠉ

ࠉ
・

㐠
動

（
身

体
の

౑
い

方
、

体
ᖿ

㐠
動

㐟
び

等
）

・
⤮

日
グ

ࠉ
・

概
念

形
成

ࠉ
・

か
た

ࡕ
ࠉ

・
ᥥ

画
ࠉ

・
感

覚
㐟

び

ᩓ 歩

・
ⰱ

ᒣ
බ

園
ࠉ

・
ఇ

ና
ᑎ

බ
園

・
シ

ー
ࢯ

ー
බ

園
・

ⰱ
ᒣ

බ
園

ࠉ
・

㈙
い

物
体

㦂
・

ఇ
ና

ᑎ
බ

園
・

⸆
ᖌ

බ
園

ࠉ
・

⁁
➃

බ
園

・
㈙

い
物

体
㦂
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 ֆ 聴覚障害特別支援学校の日᱌౛     

   㸲ṓ児（一⯡学⣭） 日᱌                    ᢸ௵ ۑۑ ۑۑ 

 （᭙日ࠐ）日ࠐ᭶ࠐ

 ࡡ

ら 

い 

・Ꮨ⠇を感じながら、体を思い切り動かして㐟ࡪ。 

（知識・技能の基礎） 
ホ

౯ 

඲ဨがඖẼにⓏ校し、自⏤㐟びでは友達
をㄏい合って、௚のࢫࣛࢡの幼児もྵめ
てࠕこ࠾り࠾にࠖをᴦしࡔࢇ。๻㐟びで
は、一人一人がྎモや表現方法を考えて
発表することができた。友達が表現して
いる᫬には、ᴦしࡑうな表情でよくぢて
いた。௒ᚋは、活動の᣺り㏉り発表の内
容を豊かにしていけるようにしていきた
い。‽ഛや∦付けは、友達と一⥴に㏿さ
を➇い合いながら行っている。 

・自分の考えや思いを表現し、相手に伝わるᴦしさやᎰしさを࿡わう。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・‽ഛや∦付けなど、生活に必要なことを自ら進ࢇで行う。 

（学びに向かう力・人間性等） 

物 

的 

環 

境 

の 

ᵓ 

成 

 

 

 

 

 

ձ自⏤㐟び ղ学ᖺ、学⣭活動 

ᒇ外 

 

 

 
 

・ᅛ定㐟具（す࡭りྎ、ࣛࣈ

ンコなど） 
・◁ሙ 
 っこࡈに࠾・
・ࣜࣞーࡈっこ 
・ⴠࡕ葉㐟び    
・⠏ᒣでࡑりす࡭り  など 

ᐊ内 

 

 
 
 

 

・⤮本 
 ᮦᩱを౑った〇作ࣝࢡイࢧࣜ・
・⤮をᥥく 
 ࣝࢬࣃやࢡࢵࣟࣈ・
 とࡈまま࠾・
・どࡄࢇり㐟び   など 

 

 

 

 

 

๰作๻㐟び୕ࠕびきのやࡂのがらがらどࠖࢇ 
（Ⓩሙ人物）やࣝࣟࢺ、ࡂ 
（内容）࠾⭡を空かࡏたやࡂたࡕはᒣへⲡを㣗࡭に 

行く。ࡑの㏵୰のᶫのୗには、Ώるやࡂを㣗࡭ 
ようとするᜍろしいࣝࣟࢺがいる。やࡂはࣟࢺ 
ࣝとやりとりをしてᶫをΏる。（᭱ᚋのやࡂが 
 なが↓事にᶫをΏࢇをಽす。）᭱ᚋはみࣝࣟࢺ
りきり、ᒣでⲡを㣗࡭る。 

とのやりとࣝࣟࢺとࡂ๻㐟びをᴦしみ、や（らいࡡ）
りのሙ㠃を自分なりに考えて表現しよう。（豊か
な感性と表現、言葉による伝え合い、思考力） 

 

 

  

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 配慮事項 指導の関連性 
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���� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。Ⓩ校するە

 。ᣵᣜをするە

のᡤ持ရをᡤ定のࢇࡤかە

ሙᡤに⨨く（Ỉ⟄ ࣝ࢜ࢱ 

 連⤡࢓ࣇイࣝ ⤥㣗╔）。 

 ーࢲンࣞ࢝、日付を確認しە

 にシーࣝを㈞る。 

 。ඖẼにᣵᣜを஺わすی

ᡤ持ရをᡤ定のሙᡤに⨨けるよう個ی

に応じた言葉かけをする。 

 

 ーにࢲンࣞ࢝、等を౑いࢻー࢝⤮ی

 日付や᭙日等のシーࣝが㈞ࢀるよう 

 言葉かけをする。（できるࡔけ一人で

シーࣝが㈞ࢀるよう個に応じた支援

をする。） 

 

 

 

 

 

 

 

ኌの大きさや、教ᐊの᫂るさに配ۑ

慮する。 

保ㆤ者からᐙでのᵝᏊや体ㄪを聞ۑ

き、幼児の状態を把握する。 

イࣝに┠を㏻し、内容を࢓ࣇ⤡連ۑ

把握する。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 人間関係のۻ

 形成 

 人間関係ڦ

、数量・図形۔

文字等への関

心・感覚 

 ዲきな㐟びをする（自⏤㐟ە

 び）。 

 

るようなࢀやりたい㐟びをぢつけらی

言葉かけをする。 

友達のやっている㐟びにも関心を向ی

けたり、ࣝーࣝをᏲって㐟ࡪように

支援する。 

るように、個に応じてኌ࡭安඲に㐟ی

をかける。 

っこなどのࣝーࣝのある㐟びࡈに࠾ی

では、教ᖌも幼児と一⥴にᴦしみな

がらཧຍし、教ᖌの動きや言葉でࣝ

ーࣝを確かめらࢀるようにする。 

友達とのやりとりの୰で、伝え合いی

が୙十分な᫬や஫いの୺ᙇがࡪつか

る᫬は、一人一人のẼ持ࡕをཷけṆ

めながら、࠾஫いの思いや考えを表

現し伝え合えるようにする。 

 。幼児の⯆࿡・関心を把握するۑ

 

ᅛ定㐟具では、㡰␒をᏲる、஺᥮ۑ

するなどのࣝーࣝをᏲって㐟࡭る

ように支援をする。 

のないように安඲にẼを配࢞ケۑ

る。 

にがㄡなのか࠾、っこではࡈに࠾ۑ

が分かるように、࠾㠃などを用意

して࠾く。（ࠕこ࠾り࠾にࠖでは、

こ࠾っている᫬の࣏ーࢬを確認す

る。） 

 

葉やẼೃのኚ໬にもẼづけるࡕⴠۑ

ような言葉かけを心がける。 

 健康の保持ۻ

人間関係のۻ

形成 

 環境の把握ۻ

 身体の動きۻ

コミュニケーシۻ

ョン 

 人間関係ڦ

 健康ڦ

健康な心と۔

体 

 協同性۔

道徳性・規範۔

意識の芽生

え 

自立活動ۻ

６区分 

幼稚園教育ڦ

要領５領域 
 幼児期の۔

 終わりま 

 でに育っ 

 てほしい 

 １０の姿 

（健康な心と体、言葉による伝え合い、自然との関わり生命尊重、協

同性、豊かな感性と表現） 

㸱㸰 
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㐟びを終わりにして∦付ە

けをする。 

、⤥手Ὑいうがい、Ỉ分補ە

᤼ἥをする。 

、㐟びの᫬間が終஢したことを伝えی

㐟びに౑った物を一⥴に∦付ける。 

手Ὑいやうがいを୎ᑀにするようኌی

をかける。 

、補聴ჾや人工内耳の状態を確認しی

ờでࢀࡠている᫬はờをᣔきとり、

必要に応じて補聴ჾ用஝⇱ᶵཪは人

工内耳用஝⇱ᶵにධࢀる。 

をࢻー࢝┿㐟びに౑った物を（෗ۑ

手᥃かりにするなど）ᡤ定のሙᡤ

へᡠすようኌをかける。 

いにὙうよう言葉ࢀ手を▼㮯できۑ

かけをする。୪ࡪ㡰␒をᏲること

の大切さを伝える。 

をぢて、必要な幼児にࢀ᭹のở⾰ۑ

は╔᭰えるようにኌをかける。 

 健康の保持ۻ

 健康ڦ

社会生活と۔

の関わり 

 。ᮅの会をするە

 ᣵᣜ、ྡ๓࿧び、日付、᭙

日、ኳẼ、௒日のண定 

 

ᮅの会の進行ᙺや話している幼児にی

ὀ┠するように支援する。 

イࢡ๓࿧びは、࿧ྡの௚に⡆༢なྡی

ながࢀをධ（ὒ᭹のⰍ、⤮᯶等）ࢬ

ら行う。 

஫いをぢ合࠾、を㤿㋟形にしࢫイۑ

えるようにする。 

 。教ᐊの᫂るさに配慮するۑ

 

 。๰作๻㐟びをするە

 

・⤮本のㄞみ聞かࡏ 

 

・๓回の๻㐟びの᣺り㏉り 

 

・Ⓩሙ人物の確認とᙺỴめ 

 

・ᙺの࠾㠃をかࡪっての๻ 

 㐟び 

 

 ・ᶫ（ᖹᆒྎ）をΏる᫬の

とのやりとりをࣝࣟࢺ

考えて発表 

 

 ・自分の考えた方法で表現

しながら๻㐟び 

 

 ・๻㐟びを᣺り㏉り、感᝿

やがࡤࢇったことの発

表 

ࠖࢇのがらがらどࡂびきのや୕ࠕ本⤮ی

のㄞみ聞かࡏを行う。 

๓回の幼児の動きや表現でⰋかったی

Ⅼ、㠃ⓑかったⅬを伝えながら、๻

㐟びの内容やὶࢀを確認する。 

ᙺỴめでは、自分のやりたいᙺに手ی

をᣲげるように伝える。ᙺが重なっ

た᫬は、どうやってỴめたらⰋいか

幼児の考えを聞き相談してỴめる。

（幼児からはじࢇࡷけࢇ、くじᘬき

がฟてくるとண᝿さࢀる。） 

を作り、⧞り㏉ࢀはじめに教ᖌがὶی

しのྎモや動き、表現をᴦしみなが

ら、๻あࡑびができるようにする。 

のやࣝࣟࢺとࡂሙであるやࡏ๻のぢی

りとりのሙ㠃にὀ┠し、どうやった

らᶫをΏࢀるかを考えるようにಁす

（㣗࡭物をΏす、じࢇࡷけࢇ、Ẽを

ࢀらすなどはฟでくるとண᝿さࡑ

る）。ฟて᮶ない᫬には、友達の意ぢ

をཧ考にしたり、ᬑẁの㐟びの୰で

౑っている物や方法をࣄンࢺにした

りしてᥦ᱌する。 

 ๻㐟びでは友達の動きや表現もよくی

 ぢるよう支援する。 

一人一人が感᝿や㡹ᙇったことを発ی

表できるように、一⥴に๻㐟びを᣺

り㏉る。 

ࢭ本は、Ⓩሙ人物の⧞り㏉しの⤮ۑ

や動き等を一⥴に┿ఝしながࣇࣜ

らᴦしくㄞみ進める。 

 

本などሙ㠃⤮、ࢻー࢝、㠃࠾ᙺのۑ

とⓏሙ人物を結びつけながら活動

できるようにする。 

 

࡭ᶫにぢ立てるᖹᆒྎは、㸰ྎ୪ۑ

てᖜを広くしΏりやすくする。ᶫ

をΏるやࡂとࣝࣟࢺとのやりとり

をぢやすくするために⨨く఩⨨に

Ẽを配る。ᖹᆒྎのୗにはᕝにぢ

立てた㟷いࢺࢵ࣐をᩜき、୓が一

ⴠࡕても大୔夫なようにする。 

 

 。安඲に配慮しながら行うۑ

 

幼児の動きや表現をよくぢながۑ

ら、必要に応じて教ᖌがࣔデࣝと

なって、幼児と一⥴に行う。 

 

஫いが発表をぢ合い、自分とは࠾ۑ

別の意ぢや考えがあることにẼ付

き、知ることができるようにする。 

 

 

人間関係のۻ

形成 

 環境の把握ۻ

コミュニケۻ

ーション 

 言葉ڦ

 人間関係ڦ

 表現ڦ

思考力の芽۔

生え 

、数量・図形۔

文字等への

関心・感覚 

言葉による۔

伝え合い 

豊かな感性と۔

表現 

 。㣗の‽ഛをする⤥ە

 

 。る࡭㣗を㣗⤥ە

 

 

 

 。㣗ჾなどを∦付けるە

 

 。ṑみがきをするە

手Ὑい、うがいをするようኌをかけی

る。 

⮃えるように、配ࡑ幼児が自分でよی

の補助をする。 

るような言葉かけをࢀら࡭ᴦしく㣗ی

しながら一⥴に㣗࡭る。 

ョンࢳンやࣛンࣟࣉ࢚自分の㣗ჾやی

 。を∦付けるよう支援するࢺࢵ࣐

୎ᑀにṑを☻くようにぢ本を♧したی

り、言葉かけをしたりする。 

㡰␒をᏲることの大切さを伝えۑ

る。 

は、必要に応じて้ࡎか࠾㣗の⤥ۑ

みࢧࣂミで適切な大きさに切る。 

㣗ᮦについての話をする等してᴦۑ

しく㣗事ができる㞺囲Ẽを作る。 

ⱞ手なものも、友達や教ᖌとບまۑ

し合いながらᣮᡓしてみようとす

るẼ持ࡕを育てる。 

 。安඲に配慮するۑ

 健康の保持ۻ

 環境の把握ۻ

 環境ڦ

 健康ڦ

健康な心と۔

体 

 。帰りの‽ഛをするە

 自分のᡤ持ရをかࢇࡤに 

 ධࢀる。 

 。᤼ἥをするە

るようࢀにධࢇࡤ自分のᡤ持ရをかی

支援する。 

は஧つᢡりにして（手⣬࠾）配ᕸ物ی

るようにኌをかけࢀイࣝにධ࢓ࣇ

る。 

 

 環境の把握ۻ 。物がないか確認するࢀᛀۑ

 環境ڦ

、数量・図形۔

文字等への関

心・感覚 

健康な心と۔

体 

 。帰りの会をするە

・⤮本のㄞみ聞かࡏ 

・一日の活動の᣺り㏉り 

・⩣日のண定の確認。 

・ᣵᣜ 

 

、一日の㐟びや活動などを᣺り㏉りی

幼児一人一人がᴦしかったことを発

表できるようにする。 

発表している幼児にὀ┠するようኌی

をかける。視覚的な࢝ーࢻなどを活

用する。 

次の日の活動をᴦしみにできるようی

にする。 

஫いをぢ合࠾、を㤿㋟形にしࢫイۑ

えるようにする。 

 。教ᐊの᫂るさに配慮するۑ

日のண定を伝えて、期ᚅが持て⩣ۑ

るようにする。 

人間関係のۻ

形成 

 人間関係ڦ

 表現ڦ

 協同性۔

言葉による伝۔

え合い 

保ㆤ者にᏊ౪の一日のᵝᏊを伝えی 。保ㆤ者などとୗ校するە

る。 

 。るࡏ日の活動を知ら⩣ی

  。保ㆤ者と成㛗を共有し合うۑ

※⤮本ฟ඾㸸ࠕ（ࣝࣀウ࢙ーの᫇話）୕びきのやࡂのがらがらどࢇ （ࠖ⚟㡢㤋᭩ᗑ）࣐ーシࣕ・ࣛࣈウン⤮㸭℩⏣㈆஧ヂ 
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և 聴覚障害特別支援学校の指導᱌౛ 
 

聴覚障害特別支援学校幼稚㒊 学⣭活動（ᮅの会） 指導᱌ 

 

 

１ 日᫬・ሙᡤ   ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日 㸷㸸１５㹼㸷㸸㸱０  幼稚㒊重」ۑۑ教ᐊ（㸱�㸲�５ṓ児） 

 

㸰 活動タ定の理⏤  

  ᮅの会に࠾いては、㸰学期にධり、一日のጞまりに期ᚅ感を持っている姿がぢらࢀるようになった。 
 次のㄢ㢟として幼児同ኈでよりよいコミュニケーションを図り、友達と関わり合࠾うとするẼ持ࡕを育 
 てていきたいと考える。 
  ⣬─シアࢱーはぢてኚ໬をᴦしみながら、友達との関わりを深めらࢀる教ᮦである。一日のጞまりで 
 あるᮅの会で友達との関わりについて期ᚅ感をもࡕ、友達と自ら関わろうとするẼ持ࡕを育てていきた 
 いと考え、本活動をタ定した。 
 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 ࠙人間関係  。友達のよさにẼ付き、一⥴に活動するᴦしさを࿡わう（㸵）ࠚ

 ࠙ 言葉 （５）ࠚ生活の୰で必要な言葉が分かり、౑う。 

 

㸱 ࡡらい   

共㏻┠標 

・ඖẼにᣵᣜをする。（知識・技能の基礎） 

・⣬─シアࢱーをぢて、意欲的に࿧ྡに応える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・友達や教ᖌと一⥴に活動するᴦしさや心ᆅよさを感じる。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㸿 
㸲ṓ児・重」学⣭ 
聴力（ྑ１００・ᕥ１１０） 

・⣬─シアࢱーをぢて、⣬─のኚ໬を᝿ീしながらᴦしࡴ。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・ᙜ␒の௙事に意欲的にྲྀり組ࡴ。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹀 
㸱ṓ児・重」学⣭ 
聴力（ྑ㸷５・ᕥ㸷０） 

・ᣵᣜを手話でࡺっくりと大きく表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達からの࿧びかけなど、友達の動きに視⥺を向ける。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・⣬─シアࢱーに期ᚅ感を持ࡕ、ὀ┠する。（学び向かう力・人間性等） 

個人┠標㹁 
５ṓ児・重」学⣭ 

聴力（ྑ６０・ᕥ㸵０） 

・⣬─シアࢱーに触ࢀたり、㏆くでぢたりすることで、意識することができる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

・自分の㢦や友達の㢦෗┿をぢて、手をఙࡤしたり表情で表したりする。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

㸲 展 開 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ等 

１０分 

 

 

 

 

 

 。௒日のᙜ␒を確認するࠐ

 。ᙜ␒が๓ではじめのᣵᣜをするۑ

からᮅのࢀいます。こࡊࡈはよう࠾ࠕ

会をはじめます。ࠖ  

 

 。௒日の日付を確認するۑ

を友ࢻー࢝と活動ࢻー࢝ᙜ␒は日付ࠐ

達や教ᖌと確認しながら࣡࣍イࢺボ

ーࢻに㈞る。 

 

 

 。ᙜ␒は自分のᖍにᡠるࠐ

 。ὀ┠しているか確認してጞめるۑ

 。っくり大きく表現するࡺ手話をࠐ

 。ᙜ␒に視⥺が向くよう支援をするۑ

 

 

 ー࢝、ᙜ␒の進行を支援する。ᙜ␒はࠐ

 ࢺイ࣡࣍を友達や教ᖌに♧しながらࢻ 

 ボーࢻに㈞るようにする。 

をᥦ♧し、一つ一つ୎ࢻー࢝௒日の活動ࠐ

ᑀに、いつ、どこで、ࢀࡔと、なにをす

るなど、୎ᑀにㄝ᫂する。 

幼児に質ၥをしたり、確認をしたりすࠐ

る。友達にも視⥺がいくよう支援する。 

ᙜ ␒ ෗

┿ ࢝ ー

 ࢻ

 

ᙜ ␒ の

言 葉 ࢝

ーࢻ 

 

日 付 ࢝

ーࢻ 

 

࣍ ࣡ イ

ࢺ ボ ー

 ࢻ

 



－ 35 －  

５分 

 

 

 。ーをぢるࢱ⣬─シアࠐ

⣬─が回㌿する度に、㢦෗┿がኚ໬ࠐ

することにẼが付く。 

 

 

 

 

たら手をᣲげてࢀࡤ自分のྡ๓が࿧ࠐ

㏉事をしたり、㢦をୖげたりする。 

 。Ḟᖍの幼児を඲ဨで࿧ྡするࠐ

 

 

 。ᙜ␒が終わりのᣵᣜをするࠐ

ࠖ。でᮅの会を終わりますࢀこࠕ  

 

 

ーをᥦ♧し、幼児同ኈでጞまࢱ⣬─シアࠐ

る期ᚅ感が㧗めらࢀるよう支援する。 

て、⣬─を┠の๓にࡏ幼児の状況に合わࠐ

ᥦ♧したり、手で触ࢀらࢀたりするな

ど、⯆࿡関心が㧗めらࢀるよう支援す

る。 

 

幼児同ኈでᴦしさを共感し合うよう支ۑ

援する。 

 Ḟᖍの幼児の࿧ྡをする㝿には、඲ဨでۑ

 同᫬に࿧࡭るようࡏࠕーのࠖと᥃けኌを 

 する。 

 。Ꮚを∦付けるように伝える᳔ࢀࡒࢀࡑࠐ

 ※自立活動の内容に関連する事項 

 （㸱）人間関係の形成 

 。㞟ᅋへのཧຍの基礎に関すること ࢚ 

⣬ ─ シ

アࢱー 

 

 

 

５ ホ౯ 

（１）本᫬のホ౯ 

඲体のホ౯ 
・自分の㢦෗┿がある⣬─シアࢱーをᴦしく活動することができた。 
・⣬─シアࢱーを幼児が自分からྲྀり組もうとすることできた。            

個人ホ౯㸿 
・ᙜ␒が自分のᙺ๭ࡔと分かって活動できた。 

・⣬─シアࢱーはぢるࡔけでなく、動かしてみたいというẼ持ࡕを持つことができた。 

個人ホ౯㹀 
・⣬─シアࢱーでは、自分や友達の㢦෗┿にὀ┠することができた。 

・ᙜ␒や教ᖌの࿧びかけに応じることができた。 

個人ホ౯㹁 
・┠の๓にᥦ♧さࢀた⣬─シアࢱーにὀ┠することができた。 

・⣬─シアࢱーに手をఙࡤすことができた。 

 

（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ  

඲体のᨵၿⅬ ・幼児が活動඲体の動きに合わࡏて動けるよう支援をする。 

個人のᨵၿⅬ㸿 ・⣬─シアࢱーを自分で動かࡏるよう支援をする。 

個人のᨵၿⅬ㹀 ・友達に視⥺が向き、友達の動きに応じらࢀるよう支援をする。 

個人のᨵၿⅬ㹁 ・⣬─シアࢱーの動きにὀ┠し、ࡑの動きのኚ໬をᴦしめるよう支援をする。 

 

※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（㸷）言葉による伝え合いをḷう。  ඛ生や友達と心を㏻わࡏ、言葉でのやりとりをᴦしࡴ。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚㒊 学ᖺ・学⣭活動（࣒ࣜࢬ㐟び）指導᱌ 

 

１ 日᫬・ሙᡤ  ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日 １１㸸００㹼１１㸸㸱０    㐟ᡙᐊ 

 

㸰 活動タ定の理⏤ 

  日常生活で౑う⡆༢な手話を覚えらࢀるように手㐟びḷなどでᴦしく活動している。௒ᚋは、友達同

ኈでの言葉でのやりとりにつなげていけるようにしていきたいと考えている。また、日本語に࣒ࣜࢬが

あるのと同じように、手話にも指をᦂらしたりṆめたり、᣺る回数を意識したりするなどの࣒ࣜࢬがあ

る。㏿く、またはࡺっくり表したり、友達と合わࡏたりするなどして、体඲体で࣒ࣜࢬを感じて表現す

ることのᴦしさを࿡わってほしいと考える。自分が表現して伝えることࡔけではなく、友達の表現して

いるᵝᏊをぢることにも関心を持ってほしいと考え、本活動をタ定した。 

 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 ࠙表現  。りするなどのᴦしさを࿡わうࡔࢇ自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、₇じて㐟（㸶）ࠚ

 ࠙言葉  。いろいろな体㦂を㏻じてイメージや言葉を豊かにする（㸶）ࠚ

 ࠙人間関係  。友達のよさにẼ付き、一⥴に活動するᴦしさを࿡わう（㸵）ࠚ

 

㸱 ࡡらい   

共㏻┠標 

・日常生活で౑用する⡆༢な手話表現を知る。（知識・技能の基礎） 

・表現することのᴦしさを知る。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・意欲的に体を動かし、友達と一⥴に活動するᴦしさを࿡わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㸿 
㸲ṓ児・重」学⣭ 
聴力（ྑ ��� ᕥ ��） 

・教ᖌの手の形をよくぢて、⣽かくᶍೌする。（知識・技能の基礎） 

・友達や教ᖌの表現方法をぢて、いろいろな表現のイメージを⭾らまࡏる。（思考力・判断

力・表現力の基礎）                      

個人┠標㹀 

５ṓ児・重」学⣭

人工内耳 

・生き物の⤮࢝ーࢻをぢて、自分なりのイメージで身体を動かす。（思考力・判断力・表現

力の基礎）                     

・友達と共にࣇーࣉを持ࡕ、一⥴に活動するᴦしさを࿡わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人┠標㹁 

㸲ṓ児・重」学⣭ 

聴力（ྑ �� ᕥ ��） 

・動物になりきり、身体を大きく動かして表現する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・自分から意欲的に友達と関わり、一⥴に活動するᴦしさを࿡わう。（学びに向かう力・人

間性等） 

個人┠標㹂 

５ṓ児・重」学⣭ 

聴力（ྑ �� ᕥ ��） 

・ḷや࣒ࣜࢬに合わࡏて、手話や身᣺りで表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達の表現に⯆࿡を持ࡕ、動きのイメージを⭾らまࡏる。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹃 

５ṓ児・重」学⣭ 

人工内耳 

・身体を動かす。（思考力・判断力、ࡏや友達の動きをぢて、イメージを⭾らまࢻー࢝⤮・

表現力の基礎） 

・友達のᵝᏊや活動に⯆࿡を持ࡕ、ཧຍしようとする。（学びに向かう力・人間性等） 

 

㸲 展 開 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ

等 

５分 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。はじまりの手㐟びをするۑ

 ࠖࢇࡱ・ࡊࡦ・あたま・かたࠕ 

 ーࠖࣃ・࢟ョࢳ・ーࢢࠕ 

 うࠖ  などࡻ手をたたきましࠕ 

 。話をする教ᖌにὀ┠するよう言葉かけをするۑ

イミࢱ幼児が期ᚅ感を持ってྲྀり組めるようۑ

ンࢢをぢながら行う。 

 

 ࣀアࣆ

 

 

 

 ࣀアࣆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 たࡏはࠖのḷに合わࡕにࢇ握手でこࠕۑ

表現をする。 

 。日常で౑用する⡆༢な手話を知るۑ

 。話しをする࠾、友達と向き合いۑ

 

 友達と一⥴に行うことを意識できるよう支援ۑ

 する。 

 っくり手ࡺ手話が理ゎできるよう、ぢ本ではۑ

を動かす。 

※自立活動の内容に関する事項 

（６）コミュニケーション 

 ア コミュニケーションの基礎的能力に関す 

   ること。 

 
㹋㹒 㹃 

㹂 㹁

㹀㸿
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１０分 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

ࢡࢵミࢺいきものになろう㸟ࠖのࣜࠕۑ

をする。 

౛※ࡒうࠗࢻーン、ࢻーン（ࡺっくり㸰

本㊊で歩き、⭎をࡩる）࠘  

  くまࠗࢻン、ウン、ࢻン、ウン（㸲

本㊊でఇみながら歩く）࠘  

  かにࠗࢱンࢱンࢱンࢱン（ᶓ向きで

∦㊊ࡎつฟしながら歩く）࠘  

  かえるࠗࢱࢱン、ࢱࢱン（୧手୧㊊

を౑いかえる㊴びをする）࠘  

  どࡄࢇりࠗࢺࢺࢺࢺࢺࢺࢺ（୧⭎を

ఙࡤしてᐷ㌿がりᶓ回㌿する）࠘  

࢝⤮、けでの理ゎが難しい幼児にはࡔ手話表現ۑ

ーࢻにὀ┠できるようኌかけをする。 

ぢ本では、大きく身体を動かして表現し、幼児ۑ

のイメージをᘬきฟすよう支援する。 

 幼児が自⏤に表現できることを大切にしたۑ

 支援をする。 

 

ኴ㰘 

 

 ࡕࡤ

 

ー࢝⤮

 ࢻ

 

 

 

 

 

 

 ࣀアࣆ

 

ࣇࣛࣇ

ーࣉ 

てࡏのḷに合わࠖࢀる まわࡄるࡄࠕۑ

友達と一⥴に動く。 

ḷい終わりは㟁Ẽをᾘしてᬯくする合ۑ

図で、みࢇなで一⥴にᗋにᐷる。 

友達と動きを、ࡕをもࣉーࣇࣛࣇ友達と一⥴にۑ

合わࡏて回るよう支援する。 

※自立活動の内容に関する事項 

 㸱 人間関係の形成 

（㸲）㞟ᅋへのཧຍの基礎に関すること。 

のࢀࡒࢀࡑ。ᴦしく活動できたことを᣺り㏉るۑ 。終わりのᣵᣜをするۑ

幼児のⰋかったⅬを〔める。 

 

５ ホ౯のほⅬ 

（１）本᫬のホ౯ 

඲体ホ౯ 

㡢の᣺動やගのⅬ⁛を合図に、᭤の࣒ࣜࢬに合わࡏて動くことができた。生き物の表現や手

㐟びḷは、自分から意欲的にྲྀり組ࡴ姿がぢらࢀた。⧞り㏉し行っている活動であるため、

ぢ㏻しがもて、友達と一⥴にᴦしい㞺囲Ẽの୰でྲྀり組めるようになってきた。 

個人ホ౯㸿 
教ᖌの手の形にὀ┠し、自分から進ࢇで手話表現をすることができた。友達の表現するᵝᏊ

にὀ┠し、いろいろな表現方法を考えることができた。                 

個人ホ౯㹀 
自分なりの表現でᴦしく体を動かすことができた。友達、ࡏからイメージを⭾らまࢻー࢝⤮

と一⥴にࣇーࣉを持ࡕ、一⥴に活動するᴦしさを࿡わうことができた。          

個人ホ౯㹁 

動物の表現では、ࢀࡒࢀࡑの特ᚩをよくつかみながら動物に成りきって体を動かしていた。

ࢀて㏿さをㄪ⠇しながら回る姿がぢらࡏを౑っての活動では、友達の動きに合わࣉーࣇࣛࣇ

た。す࡭ての活動に㞟୰してཧຍすることができた。 

個人ホ౯㹂 
手㐟びがጞまると、ḷに合わࡏて自分から表現をᴦしࡴ姿がぢらࢀた。手の఩⨨や向きなど、

意欲的にᶍೌをしようとして࠾り、࣒ࣜࢬに合わࡏてྲྀり組ࡴことができた。 

個人ホ౯㹃 
ዲきな活動（ࣜࢺミࡄ、ࢡࢵるࡄるまわࢀ）では、自分からཧຍしようとする姿がぢらࢀた。

ᑡし㞳ࢀたሙᡤからではあったが、友達のᵝᏊにὀ┠し、ᴦしࢇで体を動かすことができた。 

（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ 

඲体のᨵၿⅬ 
幼児がいろいろな表現方法でᴦしくཧຍできるように、一人一人が発表できるሙをタけ

るなど、幼児の表現やなりきった᫬のẼ持ࡕを඲体にࣇィーࢡࢵࣂࢻする᫬間を作る。 

個人のᨵၿⅬ㸿 よりイメージが豊かになるように、言葉かけを工夫していく。            

個人のᨵၿⅬ㹀 
⯆࿡・関心をᘬきฟし、表現することへの意欲につなげるためにᴦしい活動を✚み重ࡡ

ていく。 

個人のᨵၿⅬ㹁 次のㄢ㢟として手話のᶍೌを教ᖌと一⥴に確認しながらできるようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹂 ᴦしࢇで活動にཧຍできているため、友達の動きにὀ┠するよう支援をする。 

個人のᨵၿⅬ㹃 
ぢ㏻しをもって安心して活動にཧຍできるよう⤮࢝ーࢻなどを有ຠに活用する。また、

ዲきな活動をྲྀりධࢀ、活㌍できるሙ㠃を作る。 

※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（㸷）言葉による伝え合い  ⡆༢な手話表現による、友達とのやりとりや表現をᴦしࡴ。 

（１０）豊かな感性と表現  いろいろな方法で表現することの႐びを知る。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚㒊 学ᖺ活動（⤮本のㄞみ聞かࡈ・ࡏっこ㐟び） 指導᱌ 

 

１ 日᫬・ሙᡤ  ᖹ成ۑᖺۑ᭶ۑ日  １１㸸㸱０㹼１㸰㸸００  幼稚㒊ۑᖺ教ᐊ 

 

㸰 活動タ定の理⏤  

  本学⣭は、自分のẼ持ࡕを伝えたいという意欲の㧗い幼児がከく、幼児同ኈで関わり合うことをᴦしࢇ 
 でいる。体㦂活動に࠾いては、幼児同ኈで関わり合いながら、自分なりの工夫を஺えて㐟ࡪような姿がぢ 
 らࢀる。本学⣭は、ㄞみ聞かࡏを日常的に行って࠾り、⤮本に⯆࿡・関心をもつ幼児がከい。 
  本᫬は、幼児のከくがᴦしみにしている㐲㊊を㢟ᮦとし、⯆࿡・関心が㧗い⤮本をྲྀりධࢀることによ 
 り、自分のẼ持ࡕを伝えたいという意欲や、幼児同ኈで関わり合うような力をさらにఙࡤしていきたいと 
 考えている。 
 ※本活動で๓ᥦとする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 
 ࠙人間関係  。友達と✚ᴟ的に関わりながら႐びやᝒしみを共感し合う（５）ࠚ

 

㸱 本᫬の┠標 

共㏻┠標 

・⤮本の内容を知る。（知識・技能の基礎） 
・Ⓩሙする動物になりきって、友達や教ᖌとのやりとりをᴦしࡴ。（思考力・判断力・表現 
 力の基礎） 

個人┠標㸿 

㸱ṓ児 
聴力（ྑ ��� ᕥ ���） 

・⤮本の内容を理ゎすることができる。（知識・技能の基礎） 

・活動のὶࢀにἢって友達や教ᖌと一⥴にᴦしࡴことができる。（学びに向かう力・人間 

 性等） 

個人┠標㹀 

㸱ṓ児 
聴力（ྑ ��� ᕥ ��） 

・⤮本の内容やⓏሙ人物を理ゎすることができる。（知識・技能の基礎） 
・㡰␒をᏲるなど、友達の動きに合わࡏながら活動をᴦしࡴことができる。（思考力・判 
 断力・表現力の基礎） 

個人┠標㹁 

㸱ṓ児 
聴力（ྑ ��� ᕥ ���） 

・⤮本の内容やⓏሙ人物を理ゎすることができる。（知識・技能の基礎） 

・⤮本にⓏሙする動物を自分で㑅び、友達や教ᖌとのやりとりをᴦしࡴことができる。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

㸲 展 開 

᫬間 幼児の活動 教ᖌの指導と支援 ‽ഛ等 

㸱分 ࠐ㞟まってᣵᣜをする。 ࠐ⯆࿡・関心がもてるよう㐲㊊の෗┿を♧

す。 

 

１０分 
 

 ࡏ本のㄞみ聞か⤮ࠐ

  
 

 幼児が⤮本のぢえる఩⨨にᗙるようࠐ

 言葉かけをする。 

 。幼児と対話しながら⤮本をㄞみ進めるࠐ

⤮本 

ࡷࡕうしࠕ

   ࢇ

 えࡑࢇく 

わくわくࠖ 

 

１５分 

 

 

 

 

 っこࡈ㐲㊊ࠐ
 シーࢶ⁥り、ボーࣝᢞげ、なわとび 
 

 。安඲に配慮をしながら㐟具を配⨨するࠐ

 ࢀࡑ幼児一人一人の理ゎ状況に応じてࠐ

 。の用具のᢅい方のぢ本を♧すࢀࡒ 

 、つ活動し、ᚅっている幼児にはࡎ一人ࠐ

 ௚の幼児の活動にὀ┠するよう言葉か 

 けをする。 

※自立活動内容に関連する事項      

（㸱）人間関係の形成          

 。㞟ᅋへのཧຍの基礎に関すること ࢚ 

・シーࢶ 

・ボーࣝ 

・かࡈ 

・なわと 

 び 

 

 

㸰分 ࠐ㞟まってᣵᣜをする。 ࠐ次の日も同じ活動をすることを伝え、次

回も期ᚅ感がもてるような࿧びかけを

する。 
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５ ホ౯のほⅬ 

（１）本᫬のホ౯ 

඲体のホ౯ 
・Ⓩሙする人や動物の動きや、物語඲体のὶࢀを理ゎすることができた。 
・友達や教ᖌと一⥴にᴦしࢇで活動することができた。                

個人ホ౯㸿 
・⤮本の内容を㒊分的に理ゎすることができた。 

・友達や教ᖌの動きに合わࡏながら自分がやりたいを活動をᴦしࡴことができた。 

個人ホ౯㹀 
・⤮本の内容を概ࡡ理ゎすることができた。 

・友達や教ᖌの動きに合わࡏながら、㡰␒をᏲって活動をᴦしࡴことができた。 

個人ホ౯㹁 

・⤮本の内容を⤮や手話を஺えながら概ࡡ理ゎすることができた。 

・Ⓩሙする動物を自分で㑅び、動物になりきり、友達や教ᖌとのやりとりをᴦしࡴことができ 

 た。 

 

（㸰）次のᤵᴗのᨵၿⅬ  

඲体のᨵၿⅬ ・幼児が୺体的に活動できるよう支援する。 

個人のᨵၿⅬ㸿 ・ྛ々の活動の୰で、回数をỴめて終わりが分かるようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹀 ・ྛ々の活動にぢ㏻しが持てるようࡺっくりとᢅい方を♧して理ゎできるようにする。 

個人のᨵၿⅬ㹁 ・⤮本のⓏሙ人物がㄡࡔったか、活動ᚋのẼ持ࡕを確認する。 

 

※本活動に࠾けるࠕ幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ࠖとの関連 

（１）健康な心と体      体㦂活動（シーࢶ⁥り、ボーࣝᢞげ、なわとび） 

（㸷）言葉による伝え合い   ⤮本ࠕうしࢇࡷࡕ えࡑࢇく わくわくࠖのㄞみ聞かࡏ 
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ᇸ⋢┴特別支援教育教育ㄢ⛬⦅成要領ࠕ特別支援学校⦅幼稚㒊ࠖᨵゞ協力ጤဨྡ⡙ 
 
࠙特別支援学校塙保己一学園ࠚ  
  బ㔝 ㈗ோ  校㛗 
  㐲ᒣ ミ࢚Ꮚ 教ㅍ 
  ᒣ㉺ 周Ꮚ  教ㅍ 
  ᯇᒃ ⥤Ꮚ  教ㅍ 
 
࠙特別支援学校大宮ろう学園ࠚ 
  ఀ⸨ えつᏊ 校㛗 
  బ⸨ 理ᜨᏊ 教ㅍ 
  ୰ᮧ ⏤ె  教ㅍ 
  ᑠᯘ ⩼   教ㅍ 
 
࠙特別支援学校坂戸ろう学園ࠚ 
  㜿㒊 ⿱Ꮚ  教ㅍ 
  ᚋ⸨ か࠾り 教ㅍ 
  すᮧ ࿴ᖾ  教ㅍ 
 
࠙特別支援教育ㄢࠚ 
  㔠Ꮚ ຌ   ㄢ㛗 
  ᑠᯘ ┤⣖  ୺ᖿව୺௵指導୺事 
  ᶫ本 ᫴一  ୺௵指導୺事 
  ᓥ᐀ ᚭ   指導୺事 
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